
地域共生学科介護福祉コース

分類 授業科目 方法 必修 選択 年次 期 分類 授業科目 方法 必修 選択 年次 期

大学教育入門 講義 1 1 前 人間の尊厳と自立 講義 2 1 後

社会人基礎入門（地域と大学） 講義 1 1 前 人間関係とコミュニケーション 講義 2 2 前

茶道文化Ⅰ 演習 1 1 前 人間関係とコミュニケーションⅠ 講義 2 2 前

茶道文化Ⅱ 演習 1 1 後 人間関係とコミュニケーションⅡ 講義 2 2 後

茶道文化Ⅲ 演習 1 2 前 社会の理解Ⅰ 講義 1 1 後

茶道文化Ⅳ 演習 1 2 後 社会の理解Ⅱ 講義 2 2 前

地域と人々 実習 2 1 通 社会の理解Ⅲ 講義 1 2 後

地域と職業 講義 2 1 後 介護の基本Ａ 講義 4 1 通

基礎化学 講義 2 1 前 介護の基本Ｂ 講義 4 1 通

基礎化学実習 実習 1 1 前 介護の基本Ｃ 講義 4 2 通

心理学 講義 2 1 前 コミュニケーションＡ 演習 1 1 前

ビジネスマナー 演習 1 1 前 コミュニケーションＢ 演習 1 1 後

文書資料講読 講義 2 1 後 生活支援技術Ａ 演習 4 1 通

福祉文化 演習 1 2 後 生活支援技術Ｂ 演習 2 1 前

コンピュータ演習Ⅰ 演習 1 1 前 生活支援技術Ｃ 演習 2 2 通

コンピュータ演習Ⅱ 演習 1 1 後 生活支援技術Ｄ 演習 2 2 通

Office総合演習 演習 1 2 後 介護過程Ⅰ 演習 1 1 前

英語コミュニケーションⅠ 演習 1 1 前 介護過程Ⅱ 演習 1 1 後

英語コミュニケーションⅡ 演習 1 1 後 介護過程Ⅲ 演習 2 1･2 後・前

フランス語Ⅰ 演習 1 1 前 介護過程Ⅳ 演習 1 2 通

フランス語Ⅱ 演習 1 1 後 介護総合演習Ⅰ 演習 2 1 通

日本語Ⅰ 演習 1 1 前 介護総合演習Ⅱ 演習 2 2 通

日本語Ⅱ 演習 1 1 後 介護実習Ⅰ 実習 5 1 通

スポーツ実習 実習 1 1 後 介護実習Ⅱ 実習 5 1･2 後・前

スポーツ科学 講義 2 2 後 こころとからだＡ 講義 2 1 前

こころとからだＢ 講義 2 1 前

こころとからだＣ 講義 2 1 後

こころとからだＤ 講義 2 2 前

発達と老化の理解Ⅰ 講義 2 1 前

発達と老化の理解Ⅱ 講義 2 1 後

認知症の理解Ａ 講義 2 1 前

認知症の理解Ｂ 講義 2 1 後

障害の理解Ⅰ 講義 2 1 前

障害の理解Ⅱ 講義 2 1 後

医療的ケアＡ 講義 2 2 前

医療的ケアＢ 講義 2 2 前

医療的ケアＣ 実習 2 2 後
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講義科目名称：人間の尊厳と自立 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期 1 年 2 選択 講義 

担当教員 

藤島法仁 

 

授業概要 

人間の尊厳と自立のあり方について学ぶ。本講義では、①人権・福祉理念の変遷について

理解できる、②人権と尊厳に関する諸規定を説明できる、③人間の尊厳と利用者主体を理

解できる、④自立について説明できる、⑤尊厳と自立支援の関係性を理解できることを目

標とする。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・人権・福祉理念の変遷について理解

できる。 

・人権と尊厳に関する諸規定を説明

できる。 

・人間の尊厳と利用者主体を理解で

きる。 

・自立について説明できる。 

・尊厳と自立支援の関係性を理解で

きる。 

定期試験 

 

70％ 

 

コミュニケーショ

ン能力 

利用者の主体性を重視した声かけを

理解できる。 

グループディスカッ

ション 

10％ 

課題解決能力 介護保険法における尊厳と自立につ

いて考えることができる。 

レポート 10％ 

主体的に学ぶ力 尊厳を重視した介護の重要性を理解

し、積極的な学習ができる。 

授業への参加・態度 10％ 

合計 100％ 

補足事項 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

人間の尊厳と利用

者主体 

人間の尊厳と利用者主体の関係につい

て理解する。 

予習：人権思想の潮流を読

んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

2 回目 

人権思想の潮流 

 

人権思想のこれまでの流れを説明す

る。 

予習：人権や尊厳に関する

諸規定を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

3 回目 

人権や尊厳に関す

る諸規定 

日本の諸規定にみられる人権と尊厳に

ついて説明する。 

予習：戦前の援助にみられ

る人権と福祉理念を読んで

おくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

4 回目 

人権・福祉理念の

変遷 

戦前の援助にみられる人権と福祉理念

ついて説明する。 

予習：戦後の援助にみられ

る人権と福祉理念を読んで

おくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

5 回目 

人権・福祉理念の

変遷 

戦後の援助にみられる人権と福祉理念

ついて説明する。 

予習：権利について調べて

おくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

6 回目 

人権尊重と権利擁

護 

利用者の権利について理解する。 予習：介護保険法を調べて

おくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

7 回目 

介護保険法におけ

る尊厳と自立 

介護保険法における尊厳と自立につい

て理解する。 

予習：自立概念の多様性を

読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

8 回目 

自立概念の多様性 自立のさまざまな側面を理解する。 予習：自立についてを読ん

でおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

本授業では、定期試験 70％、グループディスカッション 10％、レポート 10％、授業への参加・態度

10％の割合で評価する。 

 



 

り理解を深めておくこと。 

9 回目 

自立について 自立と自己決定の関係について理解す

る。 

予習：介護を必要とする人

の自立と自立支援を読んで

おくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

10 回目 

介護を必要とする

人の自立と自立支

援 

介護における自立支援が目指すものを

理解する。 

予習：ICF について調べて

おくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

11 回目 

介護を必要とする

人の自立と自立支

援 

自立支援と ICF の関係を説明する。 予習：尊厳を損なう介護に

ついて考えておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

12 回目 

介護を必要とする

人の尊厳と自立支

援の関係 

尊厳を損なう介護について理解する。 予習：尊厳を守る介護につ

いて考えておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

13 回目 

介護を必要とする

人の尊厳と自立支

援の関係 

 

尊厳を守る介護について理解する。 

 

予習：主体性について調べ

ておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

14 回目 

利用者の主体性を

大切にした声かけ 

 

 

利用者の主体性を大切にした声かけを

理解する。 

 

予習：配布したプリントを

整理しておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

15 回目 
まとめ 

 

  

16 回目 定期試験   

    

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書『人間の理解』（中央法規） 

履修条件  

履修上の注意  



 

オフィスアワー 水・木の 5 限目。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：人間関係とコミュニケーション 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 2 年 2 選択 講義 

担当教員 

藤島法仁 

 

授業概要 

人間関係におけるコミュニケーションの機能と取り方について学ぶ。本講義では、①人間

関係について説明できる、②コミュニケーションの機能と構造について説明できる、③コ

ミュニケーションの手段を説明できる、④対人援助関係におけるコミュニケーションの取

り方を理解できる、⑤組織におけるコミュニケーションの取り方を理解できることを目標

とする。 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・人間関係について説明できる。 

・コミュニケーションの機能と構造

について説明できる。 

・コミュニケーションの手段を説明

できる。 

定期試験 

 

60％ 

 

コミュニケーショ

ン能力 

組織におけるコミュニケーションの

取り方を理解できる。 

グループディスカッ

ション 

30％ 

課題解決能力 対人援助関係におけるコミュニケー

ションの課題についてレポートをま

とめることができる。 

レポート 10％ 

主体的に学ぶ力    

合計 100％ 

補足事項 

本授業では、定期試験 60％、グループディスカッション 30％、レポート 10％の割合で評価する。 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

人間と人間関係 自分と他者の理解について理解する。 予習：ストレスについて調

べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

2 回目 

人間と人間関係 

 

人間関係とストレスについて理解す

る。 

予習：他者をどのように認

識しているか考えておくこ

と。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

3 回目 

人間と人間関係 グループワーク① 自分と他者の認識

のずれについて考える。 

予習：コミュニケーション

の概念を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

4 回目 

対人関係における

コミュニケーショ

ン 

コミュニケーションの概念について説

明する。 

予習：コミュニケーション

の構造を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

5 回目 

対人関係における

コミュニケーショ

ン 

コミュニケーションの構造について説

明する。 

予習：援助的人間関係の形

成を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

6 回目 

対人関係における

コミュニケーショ

ン 

援助的人間関係の形成について説明す

る。 

予習：自分を取り巻く様々

な関係性について考えてお

くこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

7 回目 

対人関係における

コミュニケーショ

ン 

グループワーク② 関係性によるあい

さつの違いについて考える。 

予習：対人援助関係とコミ

ュニケーションの関係を読

んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

8 回目 

対人援助関係とコ

ミュニケーション 

対人援助関係とコミュニケーションの

関係について説明する。 

予習：対人援助における基

本的態度を読んでおくこ

と。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

9 回目 対人援助関係とコ 対人援助における基本的態度について 予習：援助的人間関係の形



 

ミュニケーション 説明する。 成を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

10 回目 

対人援助関係とコ

ミュニケーション 

援助的人間関係の形成について説明す

る。 

予習：バイステックの 7 つ

の原則を確認しておくこ

と。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

11 回目 

対人援助関係とコ

ミュニケーション 

グループワーク③ 傾聴について考え

る。バイステックの 7 つの原則につい

て考える。 

予習：組織におけるコミュ

ニケーションの特徴を読ん

でおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

12 回目 

組織におけるコミ

ュニケーション 

組織におけるコミュニケーションの特

徴について説明する。 

予習：組織における情報の

流れを読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

13 回目 

組織におけるコミ

ュニケーション 

 

 

組織における情報の流れについて説明

する。 

 

予習：組織において求めら

れるコミュニケーションを

読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

14 回目 

組織におけるコミ

ュニケーション 

 

 

組織において求められるコミュニケー

ションについて説明する。 

予習：ブレーンストーミン

グについて調べておくこ

と。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

15 回目 

組織におけるコミ

ュニケーション 

 

グループワーク④ ブレーンストーミ

ングをやってみる。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

16 回目 定期試験   

    

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書『人間の理解』（中央法規） 



 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 水・木の 5 限目。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：社会の理解Ⅰ 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 1 年 1 選択 講義 

担当教員 

藤島法仁 

 

授業概要 

家族や地域の現状をふまえた上で、地域における生活支援と地域共生社会の実現に向けた

制度について理解を深める。本講義では、①生活の基本機能を理解できる、②家族の機能

と役割を説明できる、③地域における生活支援について理解できる、④地域福祉について

理解できる、⑤地域共生社会の実現に向けた取り組みについて説明できることを目標とす

る。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・生活の基本機能を理解できる。 

・家族の機能と役割を説明できる。 

・地域における生活支援について理

解できる。 

・地域福祉について理解できる。 

・地域共生社会の実現に向けた取組

について説明できる。 

定期試験 

 

70％ 

 

コミュニケーショ

ン能力 

グループ内で議論し、地域共生社会に

ついて理解できる。 

グループディスカッ

ション 

10％ 

課題解決能力 地域福祉の課題についてレポートを

まとめることができる。 

レポート 10％ 

主体的に学ぶ力 地域の生活支援における介護福祉士

の役割について考えることができる。 

授業への参加・態度 10％ 

合計 100％ 

補足事項 

本授業では、定期試験 70％、グループディスカッション 10％、レポート 10％、授業への参加・態度

10％の割合で評価する。 

 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

生活の基本機能 社会関係と家庭機能について説明す

る。 

予習：家族の機能と役割を

読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

2 回目 

家族の機能と役割 家族の形態と機能の変容について理解

する。 

予習：自助・互助・共助・公

助について調べておくこ

と。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

3 回目 

地域・地域社会 地域社会の変容と自助・互助・共助・公

助について説明する。 

予習：福祉ミックスについ

て調べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

4 回目 

地域における生活

支援 

福祉ミックスについて説明する。 予習：地域福祉の発展を読

んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

5 回目 

地域福祉の発展 地域福祉の考え方について説明する。 予習：地域共生社会につい

て調べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

6 回目 

地域共生社会 地域共生社会が求められる背景と取組

について説明する。 

予習：地域包括ケアシステ

ムについて調べておくこ

と。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

7 回目 

地域包括ケア 地域包括ケアシステムについて理解す

る。 

予習：配布したプリントを

整理しておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

8 回目 まとめ   

9 回目 定期試験   

 

 

科目（教職課程用）  



 

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書『社会の理解』（中央法規） 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 水・木の 5 限目。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：社会の理解Ⅱ 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 2 年 2 選択 講義 

担当教員 

藤島法仁 

 

授業概要 

社会保障制度、介護保険制度、障害者総合支援制度の創設された背景、目的、仕組み、専

門職・組織の役割について学ぶ。本講義では、①社会保障制度が創設された背景と目的に

ついて理解できる、②社会保障制度の仕組みを説明できる、③介護保険制度が創設された

背景と目的を説明できる、④介護保険制度の仕組み、専門職・組織の役割を理解できる、 

⑤障害者支援制度の目的、仕組み、専門職・組織の役割を理解できることを目標とする。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・社会保障制度が創設された背景と

目的を理解できる。 

・社会保障制度の仕組みを説明でき

る。 

・介護保険制度が創設された背景と

目的を説明できる。 

・介護保険制度の仕組み、専門職・組

織の役割を理解できる。 

・障害者支援制度の目的、仕組み、専

門職・組織の役割を理解できる。 

定期試験 

 

70％ 

 

コミュニケーショ

ン能力 

グループ内で議論し、介護保険制度に

ついて理解できる。 

グループディスカッ

ション 

10％ 

課題解決能力 介護保険制度の課題についてレポー

トをまとめることができる。 

レポート 10％ 

主体的に学ぶ力 介護保険制度における介護福祉士の

役割について考えることができる。 

授業への参加・態度 10％ 

合計 100％ 

補足事項 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

社会保障制度 社会保障制度の基本的な考え方（目的

と機能）を説明する。 

予習：社会保障制度の歴史

的展開を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

2 回目 

社会保障制度 社会保障制度の歴史的展開について説

明する。 

予習：社会保険の内容を調

べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

3 回目 

社会保障制度 社会保険の内容を理解する。 予習：生活保護について調

べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

4 回目 

社会保障制度 生活保護について理解する。 予習：社会保障制度の動向

と課題を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

5 回目 

社会保障制度 社会保障制度の動向と課題を理解す

る。 

予習：高齢者保健福祉の動

向を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

6 回目 

高齢者保健福祉 高齢者保健福祉の動向について説明す

る。 

予習：高齢者保健福祉の法

体系を調べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

7 回目 

高齢者保健福祉 高齢者保健福祉の法体系について説明

する。 

予習：介護保険制度の目的

を調べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

8 回目 

介護保険制度 介護保険制度創設の背景と目的を理解

する。 

予習：介護保険制度の仕組

みを読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

本授業では、定期試験 70％、グループディスカッション 10％、レポート 10％、授業への参加・態度

10％の割合で評価する。 

 



 

9 回目 

介護保険制度 介護保険制度の仕組みについて理解す

る。 

予習：介護保険制度におけ

る専門職・組織の役割を読

んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

10 回目 

介護保険制度 介護保険制度における専門職・組織の

役割を理解する。 

予習：障害者保健福祉の動

向を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

11 回目 

障害者保健福祉 障害者保健福祉の動向について説明す

る。 

予習：障害者保健福祉の法

体系を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

12 回目 

障害者保健福祉 障害者保健福祉の法体系について説明

する。 

予習：障害者総合支援制度

の目的を調べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

13 回目 

障害者総合支援制

度 

 

 

障害者総合支援制度創設の背景と目的

を理解する。 

 

 

予習：障害者総合支援制度

における専門職・組織の役

割を読んでおくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

14 回目 

障害者総合支援制

度 

 

 

障害者総合支援制度における専門職・

組織の役割を理解する。 

 

予習：配布したプリントを

整理しておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

15 回目 まとめ 振り返りを行う。  

16 回目 定期試験   

    

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書『社会の理解』（中央法規） 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 水・木の 5 限目。 



 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：社会の理解Ⅲ 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期 2 年 1 選択 講義 

担当教員 

藤島法仁 

 

授業概要 

介護の実践に関連する諸制度について理解を深める。本講義では、①個人の権利を守る制

度を理解できる、②保健医療に関する制度を理解できる、③貧困対策・生活困窮者支援に

関する制度を理解できる、④地域生活を支援する制度を理解できる、⑤市町村の行政計画

を理解できることを目標とする。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・個人の権利を守る制度を理解でき

る。 

・保健医療に関する制度を理解でき

る。 

・貧困対策・生活困窮者支援に関する

制度を理解できる。 

・地域生活を支援する制度を理解で

きる。 

定期試験 

 

70％ 

 

コミュニケーショ

ン能力 

グループ内で議論し、市町村の行政計

画について理解できる。 

グループディスカッ

ション 

10％ 

課題解決能力 これらの制度に関する課題について

レポートをまとめることができる。 

レポート 10％ 

主体的に学ぶ力 関連する制度について理解すること

の必要性を理解し積極的な学習がで

きる。 

授業への参加・態度 10％ 

合計 100％ 

補足事項 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

個人の権利を守る

制度 

虐待防止に関する制度について説明す

る。 

予習：成年後見制度につい

て調べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

2 回目 

個人の権利を守る

制度 

成年後見制度について理解する。 予習：健康日本 21 について

調べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

3 回目 

保健医療に関する

制度 

健康日本 21、健康増進法について理解

する。 

予習：感染症について調べ

ておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

4 回目 

保健医療に関する

制度 

感染症に関する法律について理解す

る。 

予習：生活困窮者自立支援

法について調べておくこ

と。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

5 回目 

貧困対策・生活困

窮者支援に関する

制度 

生活困窮者自立支援法について理解す

る。 

予習：高年齢者雇用安定法

について調べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

6 回目 

地域生活を支援す

る制度 

就労支援・雇用促進に関する制度を理

解する。 

予習：バリアフリー新法に

ついて調べておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

7 回目 

地域生活を支援す

る制度 

住生活を支援する制度を理解する。 予習：配布したプリントを

整理しておくこと。 

復習：講義の内容を振り返

り理解を深めておくこと。 

8 回目 まとめ   

9 回目 定期試験   

 

 

本授業では、定期試験 70％、グループディスカッション 10％、レポート 10％、授業への参加・態度

10％の割合で評価する。 

 



 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書『社会の理解』（中央法規） 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 水・木の 5 限目。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：介護の基本Ａ 授業コード：21041 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 １年 4 単位 必修 講義 

担当教員 

太田 茂美 

 

授業概要 

介護を必要とする人の支援を行うために必要な、生活・社会資源・リスクマネジメント・

多職種連携について理解する。支援対象者の個別性を理解し自立支援に向けた基礎知識を

身につける。 

①介護を受けて生活する人およびその生活について理解する 

②フォーマルおよび、インフォーマルな支援、地域連携について学びを深める 

③介護における安全の確保、リスクマネジメントとは何か、リスクを回避する方法につい

て学ぶ 

④多職種が連携する必要性や多職種の役割を知る 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 ・支援が必要な人の立場に立った視点

を持ち、生活課題を知ることができ

る。 

・レポート 5％ 

確かな専門的知識

や技能 

・生活とは何かを理解し、介護が必要

な人の生活課題をみつけだし、その改

善方法を考えることができる。 

・フォーマルサービス、インフォーマ

ルサービスの違いを理解することが

できる 

・リスク回避の方法と、多職種連携の

意義が理解できる。 

・定期試験 70％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・学生自身の生活について基本的な理

解を深め、その上で利用者個人の「生

活ニーズ」、「その人らしさ」を大切に 

する介護のあり方について討議でき

る。 

・グループワーク 10％ 

課題解決能力 ・生活課題を見つけ出し、その改善方

法について文章化することができる。 

・レポート 5％ 



 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 
介護を必要とする

人の理解 

私たちの生活の理解 

生活とは何か 

予習：ｐ２～ｐ５ 

2 回目 

介護を必要とする

人の理解 

私たちの生活の理解 

生活にとって大切な要素 

生活の特性 

復習：前回の授業 

予習：ｐ３～ｐ９ 

3 回目 

介護を必要とする

人の理解 

私たちの生活の理解 

配布資料をもとに、演習を行う 

グループワーク後に発表を行う。 

復習：1 回目・2 回目授業を

復習しておくこと 

4 回目 

介護を必要とする

人の理解 

私たちの生活の理解 

生活の特性 

演習を通して生活の違いを理解する 

復習：ｐ２～ｐ８ 

予習：ｐ９～ｐ１３ 

5 回目 
介護を必要とする

人の理解 

介護を必要とする高齢者の暮らし 

事例を読み解く 

予習：ｐ１５～ｐ２２ 

6 回目 

介護を必要とする

人の理解 

介護を必要とする高齢者の暮らし 

事例を読み解く 

グループワークを行う 

復習：前回の授業 

予習：ｐ１５～ｐ２２ 

7 回目 
介護を必要とする

人の理解 

介護福祉を必要とする障害者の暮らし 

事例を読み解く 

予習：ｐ２３～ｐ３１ 

8 回目 

介護を必要とする

人の理解 

介護福祉を必要とする障害者の暮らし 

事例を読み解く 

グループワークを行う 

復習：前回の授業 

予習：ｐ２３～ｐ３１ 

9 回目 

介護を必要とする

人の理解 

「その人らしさ」と「生活ニーズ」の

理解。 その人らしさを考える。 

 

予習：ｐ３３～ｐ３６ 

10 回目 
介護を必要とする

人の理解 

生活のしづらさの理解とその支援 

演習：生活のしづらさを自分の事とし

復習：前回授業 

予習：ｐ３７～ｐ４５ 

主体的に学ぶ力 ・積極的に学習ができる。 ・授業への参加態度 10％ 

合計 100％ 

補足事項 

 

 



 

て考える 

11 回目 

介護を必要とする

人の理解 

生活のしづらさの理解とその支援 

生活のしづらさに対する支援 

生活障害について考える 

復習：ｐ３３～ｐ４５ 

予習：配布資料を読んでお

くこと 

12 回目 

介護を必要とする

人の理解 

生活のしづらさの理解とその支援 

生活のしづらさに対する支援 

前回授業のグループワーク、発表。 

復習：ｐ３３～ｐ４５ 

予習：配布資料を読んでお

くこと 

13 回目 

介護を必要とする

人の理解 

介護を必要とする人の理解について、

小テスト①の実施 

復習：ｐ２～ｐ４５ 

これまでの授業内容を復習

しておくこと。 

14 回目 

介護福祉を必要と

する人の生活を支

えるしくみ 

生活を支えるフォーマルサービス 

社会的サービスとは 

関連項目：社会の理解、第 3 章 3 節、

第 4 章 3 節、第 5 章 3 節を事前に読ん

でおくと理解がより深まる。 

予習：ｐ４８～ｐ６０ 

 

15 回目 

介護福祉を必要と

する人の生活を支

えるしくみ 

生活を支えるフォーマルサービス 

社会的サービスとは 

関連項目：社会の理解、第 3 章 3 節、

第 4 章 3 節、第 5 章 3 節を事前に読ん

でおくと理解がより深まる。 

予習：ｐ４８～ｐ６０ 

 

16 回目 

介護福祉を必要と

する人の生活を支

えるしくみ 

生活を支えるフォーマルサービス 

社会的サービスとは 

演習２－１をグループワーク発表 

予習：ｐ４８～ｐ６０ 

 

17 回目 

介護福祉を必要と

する人の生活を支

えるしくみ 

生活を支えるフォーマルサービス 

私的サービスとは 

関連項目：社会の理解、第 3 章 3 節を

事前に読んでおくと理解がより深ま

る。 

予習：ｐ６１～ｐ６７ 

 

18 回目 介護福祉を必要と

する人の生活を支

えるしくみ 

地域連携 

意義と目的、期間の理解。 

予習：ｐ６８～ｐ８０ 

関連項目：社会の理解、第

2 章を事前に読んでおくと

理解がより深まる。 

19 回目 介護福祉を必要と

する人の生活を支

えるしくみ 

地域連携 

利用者を取り巻く地域連携の実際 

復習：ｐ６８～ｐ８２ 

予習：ｐ８０～ｐ８２ 

20 回目 介護福祉を必要と

する人の生活を支

えるしくみ 

介護福祉を必要とする人の生活を支え

るしくみ について 

小テスト②を行う 

復習：ｐ４８～ｐ８２ 

これまでの授業内容を復習

しておくこと。 



 

21 回目 介護における安全

の確保とリスクマ

ネジメント 

介護における安全の確保 

リスクマネジメントとは何か 

予習：ｐ８４～ｐ９９ 

 

22 回目 介護における安全

の確保とリスクマ

ネジメント 

介護における安全の確保 

事故防止のための対策 

予習：ｐ１０３～ｐ１１３ 

23 回目 介護における安全

の確保とリスクマ

ネジメント 

感染症対策 

介護福祉職に必要な感染に関する知識

を身につける 

予習：ｐ１１５～ｐ１３６ 

 

24 回目 介護における安全

の確保とリスクマ

ネジメント 

介護における安全の確保とリスクマネ

ジメント について 

小テスト③を行う 

復習：ｐ８４～ｐ１３６ 

これまでの授業内容を復習

しておくこと。 

25 回目 協働する多職種の

機能と役割 

多職種連携・協働の必要性 

 

予習：ｐ１４０～ｐ１５１ 

26 回目 協働する多職種の

機能と役割 

多職種連携・協働に求められる基本的

な能力 

予習：ｐ１５２～ｐ１６０ 

27 回目 協働する多職種の

機能と役割 

多職種連携・協働に求められる基本的

な能力 

ホスピタリティー・コミュニケーショ

ン能力とは何か 

予習：ｐ１６１～ｐ１６５ 

28 回目 協働する多職種の

機能と役割 

保険・医療・福祉職の役割と機能 

 

予習：ｐ１６７～ｐ１８０ 

 

29 回目 協働する多職種の

機能と役割 

他職種連携・協働の実際 復習：配布資料の読み返し 

予習：ｐ１８３～ｐ１９８ 

30 回目 協働する多職種の

機能と役割 

協働する多職種の機能と役割について 

小テスト④の実施 

復習：ｐ１４０～ｐ１９８ 

これまでの授業内容を復習

しておくこと。 

    

 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 ４ 「介護の基本Ⅱ」中央法規出版 

テキストを補うために必要に応じて資料を配布する 

履修条件  

履修上の注意  



 

オフィスアワー 授業時間後や空コマなど、教室や研究室で質問などを受け付けます。 

備考・メッセージ 次回の授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解してください。 

 



 

講義科目名称：介護の基本 B 授業コード：14031  

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 1 年 4 単位 必修 講義・演習 

担当教員 

尾村恵子 

 

授業概要 
介護福祉の理念となる、地域を基盤とした生活の継続性を支援するためのしくみを理解

し、介護福祉の専門職としての能力と態度を養う。 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 ・自ら考え、課題に対して取り組むこ

とができ、クラスメイトとも協力して

解決することができる。 

授業態度 

課題への取り組み 

10％ 

確かな専門的知識

や技能 

・「介護」の経緯を理解する 

・様々な介護場面での介護福祉士の役

割と機能を理解する 

・介護福祉士の職業倫理を理解する 

・自立支援の考え方を理解する 

定期試験 

 

60％ 

コミュニケーショ

ン能力 

利用者を中心とした多職種とのコミ

ュニケーションの図り方を理解する 

授業への参加 10％ 

課題解決能力 多職種の役割を理解し、課題に取り組

み、解決することができる。 

授業への参加 

課題への取り組み 

10％ 

主体的に学ぶ力 介護概念・基本理念・介護福祉士の倫

理・自立支援の在り方を理解すること

ができる 

授業への参加・態度 10％ 

合計 100％ 

補足事項 

 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 
介護福祉とは 介護の成り立ち 予習：テキスト P2～21 ま

で読む 

2 回目 
介護福祉とは 介護の概念の変遷 復習：ノート見直し 

予習：P23～45 まで読む 

3 回目 
介護福祉とは 介護福祉の基本理念 復習：ノート見直し 

予習：P47～56 まで読む 

4 回目 

介護福祉とは 

演習① 

・尊厳を支える介護についてクラスメ

イトと考える（ディスカッション） 

・利用者主体の自立を支えるために必

要な自己決定権（ディスカッション） 

復習：ノート見直し 

予習：演習 1-3.1-4 につい

て考える 

5 回目 
介護福祉士の役割

と機能 

・介護福祉士の活躍の場と役割 復習：ノート見直し 

予習：P60～75 まで読む 

6 回目 

介護福祉士の役割

と機能 

・介護福祉士の活躍の場と役割 復習：ノート見直し 

予習：演習 2-1 について考

える 

7 回目 

介護福祉士の役割

と機能 

・社会福祉士及び介護福祉士法 復習：ノート見直し 

予習：P77～P85 まで読む 

 

8 回目 
介護福祉士の機能

と役割 

介護福祉士養成カリキュラムの変遷 復習：ノート見直し 

予習：P86～98 まで読む 

9 回目 
介護福祉士の機能

と役割 

介護福祉士養成カリキュラムの変遷 復習：ノート見直し 

予習：P99～107 

11 回目 
介護福祉士の機能

と役割 

介護福祉士を支える団体 復習：ノート見直し 

予習：P110～124 

12 回目 
介護福祉士の倫理 介護福祉士の倫理 復習：ノート見直し 

予習：P110～120 まで読む 

13 回目 
介護福祉士の倫理 介護福祉士の倫理 復習：ノート見直し 

予習：P121～124 まで読む 

14 回目 
介護福祉士の倫理 日本介護福祉士会倫理綱領 ・復習：ノート見直し 

・予習：P125～P135 

15 回目 
介護福祉士の倫理 

演習② 

・利用者の尊厳を保持した倫理的介護

実践 

・復習：ノート見直し 

・予習：演習 3-1 

16 回目 まとめ まとめ・復習  

17 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援の考え方 予習：P138～145 まで読む 

 

18 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援の考え方 復習：ノート見直し 

予習：ICF の考え方につい



 

て調べる 

19 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援の考え方 復習：ノート見直し 

予習：資料参照 

20 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

ICF の考え方 復習：ノート見直し 

予習：P147～154 まで読む 

21 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援とリハビリテーション 復習：ノート見直し 

予習：P155～167 まで読む 

22 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援とリハビリテーション 復習：ノート見直し 

予習：P168～174 まで読む 

23 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援とリハビリテーション 復習：ノート見直し 

予習：演習 4-3、4-4 につい

て考えておく 

24 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援と介護予防 復習：ノート見直し 

予習：P176～183 まで読む 

25 回目 自立支援に向けた 

介護福祉のあり方 

自立支援と介護予防 復習：ノート見直し 

予習：P184～195 まで読む 

26 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援と介護予防 復習：ノート見直し 

予習 P196～198 まで読む 

27 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援と介護予防 復習：ノート見直し 

予習：テスト対策 

28 回目 自立支援に向けた

介護福祉のあり方 

自立支援と介護予防 復習：ノート見直し 

予習：テスト対策 

29 回目 まとめ 試験対策・まとめ  

30 回目 まとめ 試験対策・まとめ  

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 ３ 「介護の基本Ⅰ」中央法規出版 

必要に応じて資料配布 

履修条件  

履修上の注意 授業後、空きコマでの質疑応答行います。 

オフィスアワー  

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：介護の基本Ｃ 授業コード：33142 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 ２年 ４単位 必修 講義 

担当教員 

太田 茂美、川原ゆかり、尾村 恵子 

 

授業概要 

 事例研究を参考に、パワーポイントを作成し研究報告の練習を行う。その過程において、

自分自身の資料だけでなくクラスメイトの資料作成にも協力する、コミュニケーション能

力・チームワーク能力の獲得を目指す。また、「介護の基本」で学んだことの知識を正確

に身につけ、その知識の中から生活課題解決の提案ができ、資料を作成してプレゼンテー

ションすることができるようになる。 

①事例研究論集を例として用い、パワーポイントを作成しプレゼンテーションを行う。 

介護の基本の基礎知識をもとに、生活支援における課題について考えることができる。 

②事例研究本論の作成においては、領域「社会の理解」と「こころとからだのしくみ」で

学んだ知識と「介護の基本」「生活支援技術」を統合し、生活課題解決のための提案を

することができる。 

③介護従事者の心身の健康・労働環境について理解できる。 

④２年間で学修した「介護の基本」を記憶することを目指す。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 ・学生同士、協力してパワーポイン

ト・レポート等を作成できる 

パワーポイント・レポ

ート 

5％ 

確かな専門的知識

や技能 

・「介護の基本」の知識を正確に身に

つけることができる。 

・「介護の基本」の知識を修得し、生

活支援における根拠を示す事ができ

る。 

定期試験 

小テスト 

60％ 

10% 

コミュニケーショ

ン能力 

・教員の指導を素直に受け入れ,指導

を受けたことを実践することができ

る。 

パワーポイント・レポ

ート 

5% 

課題解決能力 ・報告・連絡・相談を教員にすること

ができ、自身の課題を解決することが

できる。 

パワーポイント・レポ

ート 

10% 

 

主体的に学ぶ力 ・積極的に自らの課題に取り組み続け ・授業への参加・態度 10％ 



 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

生活支援の実践を

まとめる 

事例研究レポートの作成方法 

構成方法 

ＯＰ（パソコン）室 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事。パワーポ

イントの予習 

2 回目 

生活支援の実践を

まとめる 

事例研究レポートの作成方法 

構成方法と参考文献 

ＯＰ（パソコン）室 

参考文献を探す（図書館の利用方法） 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事。パワーポ

イントの予習 

3 回目 

生活支援の実践を

まとめる 

事例研究レポートを使用し、その内容

を要約する 

パワーポイントの作成 

参考文献を探す（図書館の利用方法） 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事。パワーポ

イントの予習 

4 回目 

生活支援の実践を

まとめる 

事例研究レポートを使用し、その内容

を要約する 

パワーポイントの作成 

ＯＰ（パソコン）室 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事。パワーポ

イントの予習 

5 回目 

生活支援の実践を

まとめる 

事例研究レポートを使用し、その内容

を要約する。発表練習。 

パワーポイントの作成（完成） 

ＯＰ（パソコン）室 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事。パワーポ

イントの予習 

6 回目 

生活支援の実践を

まとめる 

事例研究レポートを使用し、その内容

を要約する。発表練習。 

パワーポイントの作成（完成） 

ＯＰ（パソコン）室 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事。パワーポ

イントの予習 

7 回目 

生活支援の実践を

まとめる 

事例研究レポートを使用し、その内容

を要約する 

パワーポイントの発表 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事 

ることができる。 

合計 100％ 

補足事項 

 

 



 

教室 

8 回目 

 

生活支援の実践を

まとめる 

長期実習実践を検証し、事例研究本論

を作成する 

参考文献の利用方法（図書館） 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事 

9 回目 

生活支援の実践を

まとめる 

長期実習実践を検証し、事例研究本論

を作成する 

参考文献の利用方法（図書館） 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事 

10 回目 

 

生活支援の実践を

まとめる 

長期実習実践を検証し、事例研究本論

を作成する。 

パワーポイントの応用 

ＯＰ（パソコン）室 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事 

11 回目 

 

生活支援の実践を

まとめる 

長期実習実践を検証し、事例研究本論

を作成する。 

パワーポイントの応用 

ＯＰ（パソコン）室 

予習：事例研究発表会抄録

を読んでおく事 

12 回目 

生活支援における

実践の検証 

長期実習実践を検証し、事例研究本論

を作成する 

復習：長期実習日誌類 

予習：参考文献を探し、読

んでおく事 

13 回目 

生活支援における

実践の検証 

長期実習実践を検証し、パワーポイン

トを作成する 

復習：長期実習日誌類 

予習：参考文献を探し、読

んでおく事 

14 回目 

生活支援における

実践の検証 

長期実習実践を検証し、パワーポイン

トを作成する 

復習：長期実習日誌類 

予習：参考文献を探し、読

んでおく事 

15 回目 

介護従事者の安全 健康管理の意義と目的・こころの健康

管理 

教科書：介護の基本４ 

予習：ｐ２００～ｐ２２９ 

16 回目 

介護従事者の安全 健康管理の意義と目的・こころの健康

管理 

教科書：介護の基本４ 

予習：ｐ２００～ｐ２２９ 

17 回目 
介護従事者の安全 身体の健康管理・労働環境の整備 

教科書：介護の基本４ 

予習：ｐ２３１～ｐ２６４ 

18 回目 

介護の基本 

総まとめ 

介護福祉士を取り巻く状況 

社会福祉士及び介護福祉士法 

テキスト介護の基本Ⅰ 

予習：ｐ４７～ｐ５９、 

ｐ７７～ｐ８５ 

 

19 回目 

介護の基本 

総まとめ 

ＩＣＦ（国際生活機能分類） 

リハビリテーション① 

テキスト介護の基本Ⅰ 

予習：ｐ１４７～ｐ１５４ 

ｐ１５５～ｐ１７５ 



 

20 回目 

介護の基本 

総まとめ 

リハビリテーション② 

リハビリテーション③ 

テキスト介護の基本Ⅰ 

予習：ｐ１５５～ｐ１７５ 

 

21 回目 介護の基本 

総まとめ 

介護を必要とする人の理解 

ケアマネジメント 

テキスト介護の基本Ⅱ 

予習：ｐ２～ｐ４７ 

 

22 回目 介護の基本 

総まとめ 

多職種連携①② 

テキスト介護の基本Ⅱ 

予習：ｐ１４０～ｐ１８２ 

23 回目 

 

介護の基本 

総まとめ 

総まとめテスト① 復習：18 回、19 回、20 回

授業 

24 回目 介護の基本 

総まとめ 

地域連携①② 

テキスト介護の基本Ⅱ 

復習：ｐ６８～ｐ８３ 

 

25 回目 

 

介護の基本 

総まとめ 

総まとめテスト② 復習：2１回、2２回授業 

26 回目 介護の基本 

総まとめ 

介護職の倫理 

介護における安全の確保① 

テキスト介護の基本Ⅰ 

予習：ｐ１１０～ｐ１３７ 

ｐ８４～１１４ 

27 回目 

 

介護の基本 

総まとめ 

総まとめテスト③ 復習：24 回授業 

28 回目 介護の基本 

総まとめ 

介護における安全の確保② 

感染症対策 

テキスト介護の基本Ⅰ 

予習：８４～１３９ 

29 回目 

 

介護の基本 

総まとめ 

総まとめテスト④ 復習：26、28 回授業 これ

までの介護の基本の授業 

30 回目 介護の基本 

総まとめ 

介護職の安全①② 

テキスト介護の基本Ⅰ 

予習：ｐ２００～ｐ２６４ 

 

 

 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 ３ 「介護の基本Ⅰ」中央法規出版 

最新 介護福祉士養成講座 ４ 「介護の基本Ⅱ」中央法規出版 

テキストを補うために必要に応じて資料を配布する 

履修条件  

履修上の注意 各自、パワーポイント使用に慣れておくこと。（空きコマ・放課後等で、Ｏ



 

Ｐ室・自分のＰＣを使用して操作になれること。） 

オフィスアワー 授業時間後や空コマなど、教室や研究室で質問などを受け付けます。 

備考・メッセージ １．前期はケースレポート例題をもとに、パワーポイントを使用してプレゼ

ンテーション能力・チームワークを身につける演習をおこないます。 

２．パワーポイントの使い方は各自、自学で身につけてください。前期の授

業ではパワーポイントを使用できる力が必要です。 

３．後期は 1 年次に学習した内容の確認と補足が中心であり、配布資料中心

の授業です。 

 



 

講義科目名称：コミュニケーション A 授業コード：13131 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 1 年生 1 単位 必修 演習・講義 

担当教員 

川原 ゆかり・尾村 恵子 

 

授業概要 
利用者や家族との支援関係の構築やチームケアを実践するためのコミュニケーションの

意義や技法を理解し、介護実践に必要なコミュニケーション能力を養う 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 
介護におけるコミュ

ニケーションの基本 

介護におけるコミュニケーションとは 予習：P2～5 まで読む 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 演習を行いながら、クラスメイトと協

力して課題に取り組み、親和的な態度

でかかわることができる 

演習 10％ 

確かな専門的知識

や技能 

利用者を中心とした多職種とのコミ

ュニケーションの図り方を理解する

ことができる 

定期試験 60％ 

コミュニケーショ

ン能力 

傾聴・受容・共感の基本的なコミュニ

ケーション技術を身につけることが

できる 

演習・授業参加 10％ 

課題解決能力 ストレングス・エンパワメントの知

識・技能を実践することができる 

演習 10％ 

主体的に学ぶ力 周囲の助言や協力を得ながら課題を

改善することができる 

演習・授業参加 10％ 

合計 100％ 

補足事項 

 

 



 

2 回目 
介護におけるコミュ

ニケーションの基本 

介護におけるコミュニケーションの対象 復習：ノート見直し 

予習：P6～9 まで読む 

3 回目 
介護におけるコミュ

ニケーションの基本 

援助関係とコミュニケーション 復習：ノート見直し 

予習：P10～19 まで読む 

4 回目 
コミュニケーショ

ンの基本技術 

コミュニケーション態度に関する基本

技術 

復習：ノート見直し 

予習：P20～32 まで読む 

5 回目 
コミュニケーショ

ンの基本技術 

言語・非言語・準言語コミュニケーシ

ョンの基本 

復習：ノート見直し 

予習：P33～39 まで読む 

6 回目 
コミュニケーショ

ンの基本技術 

目的別のコミュニケーション技術 復習：ノート見直し 

予習：P40～55 まで読む 

7 回目 
コミュニケーショ

ンの基本技術 

集団におけるコミュニケーション技術 復習：ノートの見直し 

予習：P56～67 まで読む 

8 回目 

対象者の特性に応

じたコミュニケー

ション 

コミュニケーション障害への対応の基

本 

 

9 回目 

対象者の特性に応

じたコミュニケー

ション 

さまざまなコミュニケーション障害の

ある人への支援 

 

10 回目 

家族とのコミュニ

ケーション 

家族との関係づくり 

家族への助言・連絡・相談の技術 

家族関係と介護ストレスへの対応 

復習：ノート見直し 

予習：P162～185 まで読む 

11 回目 

介護におけるチー

ムのコミュニケー

ション 

チームのコミュニケーションとは 復習：ノート見直し 

予習：P186～191 まで読む 

12 回目 

介護におけるチー

ムのコミュニケー

ション 

報告・連絡・相談の技術 復習：ノート見直し 

予習：P192～200 まで読む 

13 回目 

介護におけるチー

ムのコミュニケー

ション 

記録の技術 

会議・議事進行・説明の技術 

復習：ノート見直し 

予習：P201～228 まで読む 

14 回目 

介護におけるチー

ムのコミュニケー

ション 

事例検討に関する技術 

情報の活用と管理のための技術 

復習：ノート見直し 

予習：P229～256 まで読む 

15 回目 まとめ 試験対策・まとめ  

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 



 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 5 コミュニケーション技術 中央法規 

必要に応じて資料配布 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業終了後、空きコマでも質疑応答行います 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：コミュニケーション B 授業コード：42231 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期 1 年 1 単位 必修 演習 

担当教員 

白似田 健悟 

 

授業概要 

①「コミュニケーション A」で学習したコミュニケーションの基礎を応用する力を身につ

ける。 

②障がいの程度や種別、生活状況に応じたコミュニケーションを学び、実践する。 

③日常生活の中で利用者の心のゆとりが得られるアクティビティを提供する技術の習得

を目指す。 

④対象者のニーズに沿ったアクティビティの提供方法を自ら考える力を身につける。 

⑤対象者とその家族、関連職種とのコミュニケーション力を身につける。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

コミュニケーション対象者の特徴を

理解する 

コミュニケーション障害とは何か、を

理解する 

定期試験 40％ 

コミュニケーショ

ン能力 

障がいのある方、その家族、関連職種

とのコミュニケーション方法を理解

する 

定期試験 20％ 

課題解決能力 障害の程度や種別より適切にアセス

メントを行い、実践し、評価する力を

身につける 

対象者のニーズに沿ったアクティビ

ティの提供方法を考え、提供する力を

身につける 

レポート・振り返りシ

ート 

授業・演習態度 

30％ 

 

10％ 

主体的に学ぶ力    

合計 100％ 

補足事項 

 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 
コミュニケーションとは 〝コミュニケーション”とは何か、を正

しく理解し、説明することができる 

 

2 回目 
コミュニケーション障害の理

解Ⅰ 

テキストｐ136～147  

3 回目 
コミュニケーション障害の理

解Ⅱ 

テキストｐ148～160  

4 回目 

利用者の特性に応じたコミュ

ニケーション・レクリエーショ

ンⅠ 

テキストｐ161～197 

配布資料 

音楽療法的レクリエーション 

 

5 回目 

利用者の特性に応じたコミュ

ニケーション・レクリエーショ

ンⅡ 

テキストｐ161～197 

配布資料 

音楽療法的レクリエーション 

 

6 回目 

利用者の特性に応じたコミュ

ニケーション・レクリエーショ

ンⅢ 

テキストｐ161～197 

配布資料 

音楽療法的レクリエーション 

 

7 回目 

介護におけるチームのコミュ

ニケーションⅠ 

テキストｐ200～208 

配布資料 

価値・協力・集団 

 

8 回目 描画療法と対人援助Ⅰ   

9 回目 描画療法と対人援助Ⅱ   

10 回目 

利用者の特性に応じたコミュ

ニケーション・レクリエーショ

ンⅣ 

テキストｐ161～197 

配布資料 

回想法的レクリエーション 

 

11 回目 

利用者の特性に応じたコミュ

ニケーション・レクリエーショ

ンⅤ 

テキストｐ161～197 

配布資料 

回想法的レクリエーション 

 

12 回目 

利用者の特性に応じたコミュ

ニケーション・レクリエーショ

ンⅥ 

テキストｐ161～197 

配布資料 

回想法的レクリエーション 

 

13 回目 
介護におけるチームのコミュ

ニケーションⅡ 

テキストｐ209～241 

記録 

 

14 回目 
介護におけるチームのコミュ

ニケーションⅢ 

テキストｐ242～257 

報告・連絡・相談・会議 

 

15 回目 
介護におけるチームのコミュ

ニケーションⅣ 

テキストｐ242～257 

報告・連絡・相談・会議 

 

16 回目 定期試験   



 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 テキスト：介護福祉士養成講座編集委員会 新・介護福祉士養成講座 5『コ

ミュニケーション技術』第 3 版中央法規出版 

その他 ：適時配布 

履修条件  

履修上の注意 この科目は、レクリエーションインストラクター養成課程の関連科目でもあ

ります 

オフィスアワー 授業の前後で質問などを受け付けます 

備考・メッセージ 演習においては、課題に対する自発的、積極的な取り組みが前提となります 

 



 

講義科目名称：生活支援技術Ａ 授業コード：21031 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 １年 ４単位 必修 演習・講義 

担当教員 

尾村 恵子 

 

授業概要 

尊厳の保持や自立支援、生活の豊かさの観点より、本人主体の生活が継続できるよう、根

拠に基づいた介護実践を行うための知識・技術を学ぶ 

チームアプローチのあり方・室内環境のあり方・移動・移乗における具体的な介護技術を

学ぶ。家事支援における介護技術を学ぶ。応急手当や緊急時対応の方法を学ぶ。災害時に

おける生活支援について学ぶ。 

 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 自ら考え、適切に判断し継続して行動

することができる。 

演習・授業参加態度 10％ 

確かな専門的知識

や技能 

生活支援技術の専門的知識と技能を

実践することができる。 

定期試験 60％ 

コミュニケーショ

ン能力 

かかわりを示すための基本動作、納得

と同意を得る技法を実践することが

できる。 

演習・授業参加態度 10％ 

課題解決能力 指導したことを実践し、その結果を報

告しながら疑問点を相談することが

できる。 

演習・授業参加態度 10％ 

主体的に学ぶ力 尊厳を支える介護とはどのような介

護か考えることができる。 

演習・授業参加態度 10％ 

合計 100％ 

補足事項 

 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

生活支援の基本的

考え方 

生活支援について理解する。 

生活の豊かさや心身の活性化のための

支援について理解する。 

 

予習：テキストｐ２～ｐ１

１ 

2 回目 

生活支援と介護過

程 

ICFの視点を持ち、利用者の全体像、個

別性を知る。 

根拠ある生活支援技術を学ぶ。 

 

予習：ｐ１２～ｐ２１ 

3 回目 居住環境の整備 住まいの役割と生活空間を学ぶ Ｐ３２～Ｐ４５ 

4 回目 居住環境の整備 加齢の影響と、安全な生活環境を学ぶ Ｐ３８～Ｐ６３ 

5 回目 居住環境の整備 快適な室内空間について学ぶ Ｐ４６～Ｐ５４ 

6 回目 

居住環境の整備 事例をもとに、利用者の生活環境を再

整備する 

居住環境の整備で学んだ

ことを復習しておくこと 

 

7 回目 
休息・睡眠の介護 ベットメイキングの方法について学

ぶ（演習） 

予習：Ｐ２２７～２３２、

Ｐ２３６～２４０ 

8 回目 
休息・睡眠の介護 ベットメイキングの方法について学

ぶ（演習） 

予習：Ｐ２２７～２３２、

Ｐ２３６～２４０ 

9 回目 
休息・睡眠の介護 ベットメイキングの方法について学

ぶ（演習） 

予習：Ｐ２２７～２３２、

Ｐ２３６～２４０ 

10 回目 
休息・睡眠の介護 ベットメイキングの方法について学

ぶ（演習） 

予習：Ｐ２２７～２３２、

Ｐ２３６～２４０ 

11 回目 
休息・睡眠の介護 ベットメイキング実技試験（実習室） 

 

復習：これまでのベットメ

イキング授業 

12 回目 
休息・睡眠の介護 ベットメイキング実技試験（実習室） 

 

復習：ベットメイキング授

業 

13 回目 

移動の介護 

 

移動の意義と目的、移動の介護をする

ためにすべきことを理解する 

 

予習：ｐ８２～９６、ｐ１

２０～１２３ 

14 回目 
移動の介護 

 

仰臥位から端坐位まで（演習） 

立位・寝返り・起き上がりの基本動作 

予習：ｐ９７～ｐ１１５ 

15 回目 
移動の介護 

 

仰臥位から端坐位まで（演習） 

立位・寝返り・起き上がりの基本動作 

予習：ｐ９７～ｐ１１５ 

16 回目 
移動の介護 

 

仰臥位から端坐位まで（演習） 

立位・寝返り・起き上がりの基本動作 

予習：ｐ９７～ｐ１１５ 

17 回目 
移動の介護 

 

端坐位～立位～車いす移乗 

車いすの正しい姿勢・使い方 

予習：１３６～ｐ１４６、 

ｐ１３３～ｐ１３５ 



 

18 回目 移動の介護 

 

端坐位～立位～歩行 

歩行の介助 杖歩行 

予習：ｐ１７７～ｐ１８２ 

19 回目 移動の介護 

 

移動・移乗にお ける介護技術   

実技試験 

 

復習：移動の介護の授業 

20 回目 食事の介護 食事の意義と目的 

 

予習：ｐ７４～８４ 

21 回目 食事の介護 食事の意義と目的 

 

予習：ｐ７４～８４ 

22 回目 食事の介護 食卓の食事介助、車椅子での食事の介

助（演習） 

予習：ｐ８４ 

23 回目 食事の介護 ベット上での食事の介助（演習） 予習：ｐ８８ 

24 回目 食事の介護 食事の介護 実技試験 復習：食事の介護の授業 

25 回目 身支度の介護 

 

口腔ケアの意義・目的 予習：ｐ２８～ｐ４６ 

 

26 回目 身支度の介護 

 

ベット上での歯磨き（演習） 予習：ｐ４３ 

27 回目 身支度の介護 

 

着脱衣の意義目的  予習：ｐ４７ 

28 回目 身支度の介護 

 

上着の着脱（前開き・かぶり上着、ズ

ボン）（演習） 

予習：ｐ５１～ｐ５８ 

29 回目 身支度の介護 

 

 ベット上での衣服着脱 （上・下） 予習：ｐ５９ 

30 回目 身支度の介護 

 

身じたくの介護  実技試験 

 

復習：身支度の介護の授業 

3１回目 入浴の介護 自立した入浴・清潔保持とは 

 

予習：教科書ｐ１０４～１

０７ 

32 回目 入浴の介護 自立に向けた入浴・清潔保持の介護 予習：ｐ１０８～１１６，

１２３、１２４、１３２、

１４４～１４６ 

33 回目 入浴の介護 自立に向けた入浴・清潔保持の介護 

皮膚のしくみ 

 

参考：こころとからだの仕

組み ｐ１７４～ｐ１８

０ 

34 回目 入浴の介護 入浴・清潔保持におけるアセスメント 

（学園祭のことを話す） 

 

35 回目 入浴の介護 入浴介助の方法：手浴 

手浴  学園祭準備 

予習：ｐ１３４～１３６ 

36 回目 入浴の介護 入浴介助の方法：座位での足浴  



 

手浴  学園祭準備 

37 回目 入浴の介護 手浴  学園祭準備  

38 回目 入浴の介護 手浴  学園祭準備  

39 回目 入浴の介護 入浴介助の方法：個浴での介助方法 

 

予習：ｐ１１１～１１６ 

40 回目 入浴の介護 入浴介助の方法：個浴での介助方法 

 

予習：ｐ１１１～１１６ 

41 回目 入浴の介護 実技テスト  

42 回目 入浴の介護 実技テスト  

43 回目 排泄の介護 自立した排泄とは 

 

予習：ｐ１５８～１６１ 

44 回目 排泄の介護 排泄における介護技術 予習：ｐ１６２～１６４ 

45 回目 排泄の介護 尿と便のしくみ 

参考：こころとからだｐ２１０～２１

６、ｐ２２４～２２６ 

予習：ｐ１９４～１９６ 

46 回目 排泄の介護 排便障害 

参考：こころとからだｐ２２７～２３

０ 

小テスト①（まとめ） 

予習：ｐ１９６～２０１ 

 

47 回目 排泄の介護 ポータブルトイレ（演習） 予習：ｐ１７０～１７４ 

 

48 回目 排泄の介護 ポータブルトイレ（演習） 予習：ｐ１７０～１７４ 

 

49 回目 排泄の介護 尿器（演習） 

排泄演習：採尿器、陰部洗浄、 

予習：ｐ１７８～１８１ 

ｐ１３２～１３４ 

50 回目 排泄の介護 差し込み便器（演習） ｐ１８２～１８６ 

51 回目 排泄の介護 おむつの介護（演習） 

紙おむつ 

 

52 回目 排泄の介護 おむつの介護（演習） 

紙おむつ 

 

53 回目 排泄の介護 実技テスト  

54 回目 排泄の介護 実技テスト  

55 回目 睡眠の介護 睡眠障害と他職種連携 予習：ｐ２４２～２４７ 

56 回目 小テスト② 生活支援技術の基礎知識の見直し 復習：これまでの授業内容 

57 回目 生活支援技術総括 実習に向け、生活支援技術の再検証 

（演習） 

復習：これまでの演習内容 

58 回目 小テスト③ 生活支援技術の基礎知識の見直し 復習：これまでの授業内容 

59 回目 生活支援技術総括 実習に向け、生活支援技術の再検証 復習：これまでの演習内容 



 

（演習） 

60 回目 小テスト④ 生活支援技術の基礎知識見直し 復習：これまでの授業内容 

 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 ６ 「生活支援技術Ⅰ」中央法規出版 

最新 介護福祉士養成講座 ７ 「生活支援技術Ⅱ」中央法規出版 

テキストを補うために必要に応じて資料を配布する 

履修条件  

履修上の注意 実習室での演習には、教室での講義を復習して臨んでください。 

演習は「考える⇒実践する⇒考える」この繰り返しをより多く実践した学生

が上達します。 

演習は、ドレスコード（エプロン・ジャージ・室内履き等）を守る事。 

オフィスアワー 授業時間後や空コマなど、教室や研究室で質問などを受け付けます。 

備考・メッセージ 実習室での演習後、各自,実習室にて実技演習を自習してください。実習室

のカギは、研究室にて貸し出します。 

 



 

講義科目名称：生活支援技術 B 授業コード： 
英文科目名称：  

 
開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 
通年 １年 ２単位 必修 演習 
担当教員 
木村 貞子 

 

授業概要 
家庭生活、被服、住生活について利用者が自立に向けた家事の介助、多職種との連携を援
助の視点から、実習を中心とした学習を行う。 

 

 
授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 家庭管理 洗濯・漂白・洗剤  
2 回目 家庭管理 しみ抜き・仕上げ・保管  

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識
や技能 

・家庭の機能、住居の機能を理解し、
知識を身につける。 
・被服の機能を理解し、製作を通して
支援技術の技能を習得する 

・定期試験 
・作品の提出 

40％ 
40％ 

コミュニケーショ
ン能力 

・在学においてグループ内で討議し、
利用者に対する家事援助能力を高め
る 

・グループディスカッ
ション 
・レポート提出 

5％ 

課題解決能力 ・基礎技術を身に着け、作品を完成さ
せる。 

・作品の提出 10％ 

主体的に学ぶ力 ・作品を完成させることで知識と技
術を身につけ介護師としての資質が
高まることを学ぶ 

・授業態度 5％ 

合計 100％ 

補足事項 

・本授業では定期試験 40％ 作品の提出 40％ 授業への参加、作品の完成度 20％ 
の割合で評価する。 
・レポートは紙媒体で提出する 



 

3 回目 家庭管理 衣類、寝具の衛生管理  

4 回目 
住生活 快適な室内環境、環境整備、そうじ、ご

みすて 
 

5 回目 裁縫 糸と針の関係（ミシン・手縫い）  

6 回目 
裁縫 あづま袋製作（並み縫い、玉結び、玉止

め） 
てぬぐいの準備 

7 回目 
裁縫 袋物製作（刺し子）裁断 布、刺し子用糸、裁縫用具

の準備 

8 回目 
裁縫 袋物製作 刺し子 布、刺し子用糸、裁縫用具

の準備 

9 回目 
裁縫 袋物製作 ミシン（三つ折り縫い・ひも

つけ）、手縫（まつり） 
ミシンの準備 

10 回目 裁縫 袋物製作 仕上げ ミシンの準備 
11 回目 裁縫 クッション製作（ミシン直線縫い） ミシンの準備 
12 回目 家庭経営 家庭経済・収入と支出、リスク管理  

13 回目 
家計の管理 消費者問題 契約トラブルと対策 消

費者信用 
クーリング・オフの復習 

14 回目 
家事の介護におけ
る多職種との連携 

在宅の場合 教科書該当箇所の予習 

15 回目 
家事の介護におけ
る多職種との連携 

施設の場合 教科書該当箇所の予習 

16 回目 定期試験   
 
 

科目（教職課程用）  
教育職員免許法施行規
則に定める科目区分ま
たは事項等 

 

教科書・参考書 テキスト最新介護福祉士養成講座 6「生活支援技術Ⅰ」中央法規 
履修条件  
履修上の注意  
オフィスアワー  
備考・メッセージ 実習の際は製作進度が順調にいくよう材料や道具を忘れないこと 

 



 

講義科目名称：生活支援技術Ｃ 授業コード：41031 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 2 年 2 単位 必修 演習 

担当教員 

白似田 健悟 

 

授業概要 
多種多様な障害のある利用者に対して、様々な手法の生活援助技術を用いて、安全に援助

できる知識・技術を習得できる 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 
心臓機能障害に応じた生活支

援技術 

心臓機能障害のある人の理解と生活支援 

介護技術の展開と他職種との連携・協働 

 

2 回目 
心臓機能障害に応じた生活支

援技術 

心臓機能障害のある人の理解と生活支援 

介護技術の展開と他職種との連携・協働 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

内部障害・精神障害の理解と生活支援

について理解できる 

視覚・聴覚・言語障害等の理解と生活

支援について理解できる 

知的・発達障害、高次脳機能障害等の

理解と生活支援について理解できる 

定期試験 

レポート 

課題への取組 

40％ 

5％ 

10％ 

コミュニケーショ

ン能力 

   

課題解決能力 障害に応じた生活支援技術とは何か、

について説明できる 

終末期について考え、その生活支援に

ついて理解できる 

定期試験 

レポート 

課題への取組 

30％ 

5％ 

10％ 

主体的に学ぶ力    

合計 100％ 

補足事項 

 



 

3 回目 
腎臓機能障害に応じた介護 腎臓機能障害のある人の理解と生活支援、

介護技術 

 

4 回目 
呼吸機能障害に応じた介護 呼吸機能障害のある人の理解と支援方法 

介護技術の展開と他職種との連携・協働 

 

5 回目 
呼吸機能障害に応じた介護 呼吸機能障害のある人の理解と支援方法 

介護技術の展開と他職種との連携・協働 

 

6 回目 
膀胱・直腸機能障害に応じた介

護 

膀胱・直腸機能障害の特性と支援方法及び

留意点 

 

7 回目 
肝臓機能障害に応じた介護 肝臓機能障害の特性と、その支援方法及び

留意点 

 

8 回目 
精神障害に応じた生活支援技

術 

精神障害者の特性や生活の理解、生活支援

方法 

 

9 回目 

精神障害者に対する介護技術

の展開と他職種との協働と連

携 

  

10 回目 
障害をもつ利用者の状態、状況

に応じた生活支援技術とは 

社会福祉士及び介護福祉士の定義の変遷

と利用者のニーズについて 

 

11 回目 
視覚障害に応じた介護 視覚障害のある人の生活の理解および支

援と環境整備 

 

12 回目 

視覚障害者に対する介護技術

の展開と他職種の役割と協働・

連携 

社会資源の利用・視覚障害のある人の生活

（演習） 

 

13 回目 聴覚障害に応じた介護 聞こえの障害・聴力検査・補聴器について  

14 回目 
聴覚障害者に対するコミュニ

ケーションと支援 

  

15 回目 言語障害とは 言語障害のある人の特徴および配慮  

16 回目 
聴覚障害および言語障害のあ

る人の生活 

  

17 回目 

重複障害（盲ろう）に応じた介

護 

盲ろう者と生活の理解および介護技術の

展開 

他職種との役割と協働、連携（演習） 

 

18 回目 運動機能障害に応じた介護 運動機能障害と道常生活動作（ADL）  

19 回目 
運動機能障害のある人の生活

支援（1） 

運動器疾患による障害と支援  

20 回目 
運動機能障害のある人の生活

支援（2） 

神経・筋疾患による障害と支援（演習）  

21 回目 
知的障害に応じた介護 知的障害のある人と生活の理解・心理的理

解・医学的理解 

 



 

他職種の役割と協働・連携 

22 回目 
知的障害のある人に関わる上

での留意点 

知的障害者の地域生活における課題およ

び演習 

 

23 回目 
障害者に関する法律と相談支

援事業 

  

24 回目 高次脳機能障害に応じた介護 高次脳機能障害のある人と生活の理解  

25 回目 

高次脳機能障害のある人の残

存能力の拡大およびネットワ

ークづくりと介護技術の展開

（演習） 

  

26 回目 
発達障害に応じた介護 発達障害の特性と個別支援計画および介

護技術の展開 

 

27 回目 
発達障害のある人に対する他

職種の役割と協働、連携 

  

28 回目 

重症心身障害に応じた介護 重症心身障害のある人の生活の理解と支

援 

介護技術の展開および連携と協働（演習） 

 

29 回目 終末期の介護 終末期ケアの意味と理念  

30 回目 
終末期における介護技術 終末期の介護における他職種の役割と協

働、連携 

 

31 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 テキスト：新介護福祉士養成講座７『生活支援技術Ⅱ』第３版 介護福祉士

養成講座編集委員会 中央法規出版 

     新介護福祉士養成講座８『生活支援技術Ⅲ』第３版 介護福祉士

養成講座編集委員会 中央法規出版 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業の前後で質問などを受け付けます 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：生活支援技術Ｄ 授業コード：34041 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 ２年 ２単位 必修 演習・講義 

担当教員 

太田 茂美、尾村 恵子 

 

授業概要 

①利用者の生活歴や個別性を踏まえ、アセスメントからレクリエーション援助を提案で

きる技術を習得する。②1 年次に学んだ、移動・移乗、身じたく、食事、入浴、排泄、睡

眠等の生活支援技術を復習し、根拠のある生活支援技術の基本を身につける。③介護実習

を通して学んだ知識、技術をもとに、利用者のアセスメントに即した生活支援技術の演習

をグループで話し合いながらとりくむことができる。その中から技術の実践力、応用力を

身につける。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 演習の実践において、自らの課題に取

り組みながらクラスメイトの課題に

も共に向き合いチームで行動するこ

とができる。 

演習 10% 

確かな専門的知識

や技能 

・生活支援技術の専門的知識と技術の

根拠を理解して、実践することができ

る。 

定期試験/実技試験 

 

60% 

コミュニケーショ

ン能力 

・利用者の特性に応じたコニュニケー

ションを図ることができる。 

 

演習 10% 

課題解決能力 ・ストレングス・エンパワメントの知

識・技能を生活支援の場面で効果的に

活用することができる 

演習 10% 

主体的に学ぶ力 ・自らの生活支援技術の課題を見つ

け、その改善に取り組むことが出来る 

演習、授業への参加・

態度 

10% 

合計 100％ 

補足事項 



 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

レクリエーション

援助 

レクリエーションの意義・目的 

レクリエーションインストラクターと

は 

予習：レクリエーションイ

ンストラクターについて調

べておくこと 

2 回目 
レクリエーション

援助 

ライフスタイルとレクリエーション 復習：配布資料 

予習：配布資料 

3 回目 
レクリエーション

援助 

３つの基本的支援の具体例 復習：配布資料 

予習：配布資料 

4 回目 

レクリエーション

援助 

計画立案方法 

個々人のアセスメントに基づいたプロ

グラム計画 

復習：配布資料 

予習：配布資料 

5 回目 
レクリエーション

援助 

計画立案方法 

班分け・計画立案 

復習：配布資料 

予習：配布資料 

6 回目 
生活支援技術の復

習 

移動・移乗の介護 

テキスト６「生活支援技術Ⅰ」 

復習：ｐ８２～ｐ１８６ 

7 回目 
生活支援技術の復

習 

移動・移乗の介護 

テキスト６「生活支援技術Ⅰ」 

復習：ｐ８２～ｐ１８６ 

8 回目 
レクリエーション

援助 

計画立案方法 

班別・計画立案 

復習：配布資料 

予習：配布資料 

9 回目 
レクリエーション

援助 

レクリエーション作成 復習：配布資料 

予習：配布資料 

10 回目 
レクリエーション

援助 

レクリエーション作成 復習：配布資料 

予習：配布資料 

11 回目 
レクリエーション

援助 

レクリエーション発表 

レクリエーション実技試験 

復習：配布資料 

予習：配布資料 

12 回目 

長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

生活支援技術の実践を振り返り、文献

などを用いて事例研究を作成する 

復習：長期実習中の生活支

援技術 

予習：テキスト・文献等 

13 回目 

長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

生活支援技術の実践を振り返り、文献

などを用いて事例研究を作成する 

復習：長期実習中の生活支

援技術 

予習：テキスト・文献等 

14 回目 長期実習における 長期実習での生活支援技術の振り返り 復習：長期実習中の生活支

 

 



 

生活支援技術 生活支援技術の実践を振り返り、文献

などを用いて事例研究を作成する 

援技術 

予習：テキスト・文献等 

15 回目 

長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

生活支援技術の実践を振り返り、文献

などを用いて事例研究を作成する 

復習：長期実習中の生活支

援技術 

予習：テキスト・文献等 

16 回目 

 

レクリエーション

の実践 

地域の人々へのレクリエーションの提

供 ※インストラクター登録 

復習：アロマテラピーにつ

いて 

17 回目 

 

レクリエーション

の実践 

地域の人々へのレクリエーションの提

供 

復習：アロマテラピーにつ

いて 

18 回目 

 

レクリエーション

の実践 

地域の人々へのレクリエーションの提

供 

復習：アロマテラピーにつ

いて 

19 回目 

 

レクリエーション

の実践 

地域の人々へのレクリエーションの提

供 

復習：アロマテラピーにつ

いて 

20 回目 長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

個人・グループワーク 

予習：長期実習中の生活支

援技術 

21 回目 長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

個人・グループワークの発表 

予習：長期実習中の生活支

援技術 

22 回目 長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

実践内容の検証（移動） 

予習：長期実習中の生活支

援技術 

23 回目 長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

実践内容の検証（移乗） 

予習：長期実習中の生活支

援技術 

24 回目 長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

実践内容の検証（身支度） 

復習：生活支援技術全般に

ついて 

予習：生活支援技術全般に

ついて 

25 回目 長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

実践内容の検証（入浴） 

復習：生活支援技術全般に

ついて 

予習：生活支援技術全般に

ついて 

26 回目 長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

実践内容の検証（排泄） 

復習：生活支援技術全般に

ついて 

予習：生活支援技術全般に

ついて 

27 回目 長期実習における

生活支援技術 

長期実習での生活支援技術の振り返り 

実践内容の検証（睡眠） 

復習：生活支援技術全般に

ついて 

予習：生活支援技術全般に

ついて 

28 回目 生活支援技術実技 生活支援技術実技試験 練習 復習：生活支援技術全般に



 

試験 ついて 

予習：生活支援技術全般に

ついて 

29 回目 生活支援技術実技

試験 

生活支援技術実技試験 練習 復習：生活支援技術全般に

ついて 

予習：生活支援技術全般に

ついて 

30 回目 生活支援技術実技

試験 

国試過去問実技試験 

 

復習：生活支援技術全般に

ついて 

予習：国試実技試験過去問 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 ６ 「生活支援技術Ⅰ」中央法規出版 

最新 介護福祉士養成講座 ７ 「生活支援技術Ⅱ」中央法規出版 

参考：介護福祉士養成講座 ８ 「生活支援技術Ⅲ」中央法規出版 

   日本レクリエーション協会 「レクリエーション支援の基礎」日本レク

リエーション協会出版 

テキストを補うために必要に応じて資料を配布する 

履修条件  

履修上の注意 演習では、1 年生時に学んだ、生活支援技術Ａの授業・演習内容をしっかり

復習して授業に臨んでください。演習は「考えて⇒実践して⇒考える」この

繰り返しを実践した学生が上達します。各自、空きコマを利用して、実習室

での実技練習に取り組んでください。 

オフィスアワー 授業時間後や空コマなど、教室や研究室で質問などを受け付けます。 

備考・メッセージ 次回の授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解してください。 

 



 

講義科目名称：介護過程Ⅰ 授業コード：32141 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 １年 １単位 必修 演習 

担当教員 

太田 茂美 

 

授業概要 

介護過程の意義・目的を学び、生活支援における介護過程の必要性を理解する。介護過程

の展開の方法を学び、アセスメント（ＩＣＦ）の方法について理解を深める。 

①介護過程の意義・目的を理解することができる。 

②介護過程とＩＣＦの関係を理解することができる。 

③生活支援における介護過程の必要性を理解出来る。 

④介護過程の展開について理解できる。 

⑤ＩＣＦモデルを活用したアセスメントを理解できる。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・介護過程の展開が、介護が必要な人

の生活の継続性のために必要である

ことを理解出来る。 

・ICF モデルを活用した情報収集につ

いて理解できる。 

定期試験 70％ 

コミュニケーショ

ン能力 

丁寧な字で、介護過程資料を書くこと

ができる。 

レポート 10％ 

課題解決能力 ・ニーズ、生活課題について ICF モデ

ルを活用しながら、情報を収集するこ

とができる。 

レポート 10％ 

主体的に学ぶ力 介護過程を実践していく上での、生活

課題を理解し、積極的に演習をするこ

とができる。 

授業への参加・態度 10％ 

合計 100％ 

補足事項 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 介護過程とは 介護過程の展開と基本的視点 予習：テキストｐ２～６ 

2 回目 
介護過程とは 介護過程の全体像 復習：テキストｐ２～６ 

予習：テキストｐ６～９ 

3 回目 

生活支援の考え方

と介護過程の必要

性① 

生活支援における介護過程の意義と事

例検討 

復習：テキストｐ６～９ 

予習：ｐ１２～ｐ１５ 

4 回目 

生活支援の考え方

と介護過程の必要

性② 

生活支援における介護過程の意義と事

例検討 

復習：ｐ１２～ｐ１５ 

予習：ｐ１６～ｐ１７ 

5 回目 介護過程の理解 アセスメントとは 予習：ｐ２０～ｐ２１ 

6 回目 
介護過程の理解 介護過程の展開 復習：ｐ２０～ｐ２１ 

予習：ｐ２２～ｐ２４ 

7 回目 
介護過程の理解 アセスメント 復習：ｐ２２～ｐ２４ 

予習：ｐ２５～ｐ２７ 

8 回目 
介護過程の理解 介護過程の展開の８つの視点① 

 

復習：ｐ２５～ｐ２７ 

9 回目 
介護過程の理解 介護過程の展開の８つの視点② 

 

復習：第８回授業内容 

10 回目 
介護過程の理解 アセスメント事例演習 

（場面１・場面２） 

復習：５回～９回授業 

11 回目 
介護過程の理解 アセスメントの方法 

知識・方法・観察の視点（図・表） 

予習：ｐ２７～ｐ２８ 

12 回目 介護過程の理解 アセスメント ICF モデル 予習：ｐ２９～ｐ３３ 

13 回目 
介護過程の理解 アセスメント ICF モデル① 

方法・留意点 

復習：ｐ２９～ｐ３３ 

14 回目 
介護過程の理解 アセスメント ICF モデル② 

方法・留意点 

復習：ｐ２９～ｐ３３ 

15 回目 
介護過程の理解 アセスメント ICF モデル③ 

基礎例題・演習 

復習：これまでの授業 

 

 

科目（教職課程用）  

 

 



 

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 ９ 「介護過程」中央法規出版 

テキストを補うために必要に応じて資料を配布する 

履修条件  

履修上の注意 介護過程は、他の関連科目で学んだ介護福祉の知識や技術を、実際の利用者

の支援に向けてどのようにいかしていくかを考える科目です。次回の授業範

囲（テキスト）をよく読み、その内容の理解を深めるように努力してくださ

い。そうすることで、授業の理解を深めることができます。 

オフィスアワー 授業時間後や空コマなど、教室や研究室で質問などを受け付けます。 

備考・メッセージ 次回の授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解してください。 

 



 

講義科目名称：介護過程Ⅱ 授業コード：31241 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期 １年 １単位 必修 演習 

担当教員 

太田 茂美 

 

授業概要 

生活支援技術やコミュニケーション技術の活用と共にアセスメント（１）ＩＣＦ、（２）

の概念を理解する。１事例をもとに、アセスメント（１）ＩＣＦ、（２）のマニュアルを

作成する。 

①アセスメント（１）ＩＣＦを活用し情報収集を行いながら、個別の生活課題や潜在能力

について考えることができる。 

②アセスメント（２）の目的・情報収集の方法を理解できる。 

③アセスメント（２）における、情報の解釈・関連付け・統合化を理解できる。 

④アセスメント（２）において、生活課題を明確化し、優先順位を付けることができる。 

⑤事例を用いたマニュアルの整備と活用ができる。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 ・アセスメント（１）（２）を通して、

目標達成のために計画を立てること

ができる。 

レポート 10％ 

確かな専門的知識

や技能 

・アセスメント（１）（２）の作成に

おいて、３領域（社会・介護・こころ

とからだ）の知識を活かすことができ

る。 

・生活課題の解決にむけて、優先順位

の付け方を学ぶ事ができる。 

定期試験 60％ 

コミュニケーショ

ン能力 

アセスメント（１）（２）の作成にお

いて、多職種と連携した支援を予想し

ながら、生活課題の解決を考えること

ができる。 

レポート 10％ 

課題解決能力 ・アセスメント（１）（２）の作成に

おいて、情報から生活課題を推測する

ことができる。 

レポート 10％ 

主体的に学ぶ力 ・生活課題の解決において、尊厳を支

える介護を考えることができる。 

レポート 10％ 



 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 
介護過程の理解 ＩＣＦモデルを活用した情報収集 

Ｂさん事例演習① 

予習：テキストｐ３０～ｐ

３３ 

2 回目 
介護過程の理解 ＩＣＦモデルを活用した情報収集 

Ｂさん事例演習② 

復習：前回授業 

3 回目 
介護過程の理解 ＩＣＦモデルを活用した情報収集 

Ｂさん事例演習③ 

復習：前回授業 

4 回目 
介護過程の理解 アセスメント（２）の理解① 

情報の解釈・関連付け・統合化 

復習：前回までの授業 

予習：ｐ３６～ｐ３８ 

5 回目 
介護過程の理解 アセスメント（２）の理解② 

情報の解釈・関連付け・統合化 

復習：前回までの授業 

予習：ｐ３６～ｐ３８ 

6 回目 
介護過程の理解 アセスメント（２）の理解③ 

アセスメントの３つの視点 

復習：前回までの授業 

予習：ｐ３６～ｐ３８ 

7 回目 

介護過程の理解 アセスメント（２）の理解④ 

Ｂさん事例演習 

ｐ４５表２－５を用い、生活像からイ

メージを描く 

復習：ｐ２２～ｐ２４ 

予習：ｐ２５～ｐ２７ 

8 回目 

介護過程の理解 アセスメント（２）の理解⑤ 

ｐ４６表２－６、生活像の関連付けか

ら、情報の関連付け・解釈・統合化を

行う 

復習：前回の授業  

予習ｐ４７～ｐ５０ 

9 回目 

介護過程の理解 アセスメント（２）の理解⑥ 

ｐ４６表２－６、生活像の関連付けか

ら、情報の関連付け・解釈・統合化を

行う 

復習：前回の授業  

予習ｐ４７～ｐ５０ 

10 回目 

介護過程の理解 アセスメント（２）の理解⑦ 

Ｂさん事例演習 

生活課題の明確化 

復習：前回授業 

予習ｐ５０～ｐ５５ 

11 回目 介護過程の理解 アセスメント（２）の理解⑧ 復習：前回授業 

合計 100％ 

補足事項 

 



 

Ｂさん事例演習 

生活課題の明確化 

予習ｐ５０～ｐ５５ 

12 回目 

介護過程の理解 アセスメント（２）の理解⑨ 

Ｂさん事例演習 

生活課題の優先順位 

復習：前回授業 

予習：ｐ６１～ｐ６４ 

13 回目 
介護過程の理解 アセスメント（１）（２）見本作成 

Ｂさん事例を元に、マニュアル作成 

復習：Ｂさん事例 

14 回目 
介護過程の理解 アセスメントマニュアル製本 

情報収集コード集の作成 

復習：これまでの授業 

15 回目 

介護過程の理解 介護計画の立案① 

個別援助計画とは 

Ｂさん事例にて優先順位の設定 

復習：テキストｐ３３～ｐ

５５ 

予習：ｐ５９～ｐ６４ 

 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 ９ 「介護過程」中央法規出版 

テキストを補うために必要に応じて資料を配布する 

履修条件  

履修上の注意 介護過程の展開において、アセスメント（２）は非常に重要です。授業の理

解を深めるために、次の授業の予習（テキストを読む）を行ってください。

そうすることで授業の理解が深まります。 

オフィスアワー 授業時間後や空コマなど、教室や研究室で質問などを受け付けます。 

備考・メッセージ 次回の授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解してください。 

 



 

講義科目名称：介護過程Ⅲ 授業コード：12141 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期～前期 １年～２年 ２単位 必修 演習 

担当教員 

太田 茂美 

 

授業概要 

アセスメント（１）、（２）を作成し、個別援助計画を立案することができる。評価（モニ

タリング）の意義と目的を理解し、計画の継続・修正をすることができる。事例演習に取

り組み、学内の授業や介護実習を通して学んだ知識や技術を統合することができる。 

①介護過程Ⅱで作成した、事例マニュアルを参考に、他事例の介護過程の展開が出来る。 

②アセスメント（１）において、個別の生活課題、潜在能力を見極めることができる。 

③アセメント（２）を作成できる。 

④アセスメント（１）（２）から、個別援助計画を立案できる。 

⑤評価（モニタリング）について理解できる。 

⑥自立支援に沿った個別援助計画の立案・実施・評価・他職種協働によるチームアプロー

チの必要性を理解する。 

⑦３領域「こころとからだのしくみ」「社会の理解」「介護」の分野から学んだことを介護

過程の展開に活かすことができる。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 ・個別性を理解し、本人の望む生活を

第一に、個別援助計画を立案すること

ができる。 

レポート 10％ 

確かな専門的知識

や技能 

・アセスメント（１）（２）によって、

その人の思いを推測し、生活課題を導

き出すができる。 

・３領域の知識を活かし、根拠を示し

ながら個別援助計画を立案すること

ができる。 

定期試験 60％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・利用者の特性に応じた個別援助計画

の立案をすることができる。 

レポート 10％ 

課題解決能力 ・ストレングス・エンパワメントの知

識、技能を効果的に活用し介護過程の

レポート 10％ 



 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

介護過程の理解 介護計画の立案② 

Ｂさん事例にて支援内容・支援方法の

決定 

復習：前回授業 

予習：ｐ６５～ｐ６７ 

2 回目 
介護過程の理解 事例１ Ａさん演習 

アセスメント（１） 

復習：Ｂさん事例 

予習：ｐ８６～ｐ９１ 

3 回目 
介護過程の理解 事例１ Ａさん演習 

アセスメント（１） 

復習：ｐ３３～ｐ５５ 

予習：ｐ８６～ｐ９１ 

4 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例１ Ａさん演習 

アセスメント（２） 

復習：ｐ８６～ｐ９１ 

予習：ｐ９２～ｐ９３ 

5 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例１ Ａさん演習 

アセスメント（２） 

復習：ｐ９２～ｐ９３ 

予習：ｐ９２～ｐ９３ 

6 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例１ Ａさん演習 

個別援助計画 

復習：ｐ８６～ｐ９３ 

予習：ｐ９４～ｐ９５ 

7 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例２ Ｄさん演習 

アセスメント（１） 

復習：Ｂさん・Ａさん事例 

予習：ｐ９９～ｐ１０４ 

8 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例２ Ｄさん演習 

アセスメント（１） 

復習：ｐ９９～ｐ１０４ 

予習：ｐ９９～ｐ１０４ 

9 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例２ Ｄさん演習 

アセスメント（２） 

復習：ｐ９９～ｐ１０４ 

予習：ｐ１０５～ｐ１０６ 

10 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例２ Ｄさん演習 

アセスメント（２） 

復習：ｐ９９～ｐ１０４ 

予習：ｐ１０５～ｐ１０６ 

11 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例２ Ｄさん演習 

個別援助計画 

復習：ｐ９９～ｐ１０６ 

予習：ｐ１０７～ｐ１０８ 

12 回目 介護過程の実践的 事例３ Ｈさん演習 復習：Ｂさん・Ａさん事例 

展開ができる。 

主体的に学ぶ力 課題の改善について評価することが

できる。 

レポート 10％ 

合計 100％ 

補足事項 

 

 



 

展開 アセスメント（１） 予習：ｐ１１２～ｐ１１６ 

13 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例３ Ｈさん演習 

アセスメント（１） 

復習：ｐ１１２～ｐ１１６ 

予習：ｐ１１７～ｐ１１８ 

14 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例３ Ｈさん演習 

アセスメント（２） 

復習：ｐ１１２～ｐ１１８ 

予習：ｐ１１７～ｐ１１８ 

15 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例３ Ｈさん演習 

アセスメント（２） 

復習：ｐ１１２～ｐ１１８ 

予習：ｐ１１７～ｐ１１８ 

16 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例３ Ｈさん演習 

個別援助計画 

復習：ｐ１１２～ｐ１１８ 

予習：ｐ１１９～ｐ１２０ 

17 回目 
介護過程の実践的

展開 

事例３ Ｈさん演習 

個別援助計画 

復習：ｐ１１２～ｐ１１８ 

予習：ｐ１１９～ｐ１２０ 

18 回目 介護過程の実践的

展開 

事例１ Ａさん演習 

個別援助計画 

復習：ｐ８６～ｐ９３ 

予習：ｐ９４～ｐ９５ 

19 回目 介護過程の実践的

展開 

事例１ Ａさん演習 

個別援助計画 

復習：ｐ８６～ｐ９３ 

予習：ｐ９４～ｐ９５ 

20 回目 介護過程の実践的

展開 

事例２ Ｄさん演習 

個別援助計画 

復習：ｐ９９～ｐ１０６ 

予習：ｐ１０７～ｐ１０８ 

21 回目 介護過程の実践的

展開 

事例２ Ｄさん演習 

個別援助計画 

復習：ｐ９９～ｐ１０６ 

予習：ｐ１０７～ｐ１０８ 

21 回目 介護過程の理解 介護の実施 

介護の実施とは 

予習：ｐ６９～７４ 

22 回目 介護過程の理解 評価 

意義と目的、内容と方法、 

予習：ｐ７５～ｐ７９ 

23 回目 介護過程の実践的

展開 

事例１ Ａさん演習 

評価（モニタリング） 

復習：ｐ８６～ｐ９５ 

予習：ｐ９６～ｐ９８ 

24 回目 介護過程の実践的

展開 

事例１ Ｄさん演習 

評価（モニタリング） 

復習：ｐ８６～ｐ９５ 

予習：ｐ９６～ｐ９８ 

25 回目 介護過程の実践的

展開 

事例１ Ｈさん演習 

評価（モニタリング） 

復習：ｐ８６～ｐ９５ 

予習：ｐ９６～ｐ９８ 

26 回目 介護過程の実践的

展開 

配布資料事例①からアセスメントに基

づき介護計画（個別援助計画）を立案

する 

復習：配布資料の読み返し 

予習：配布資料に基づき、

アセスメント（１）（２）個

別援助計画の作成をする 

27 回目 介護過程の実践的

展開 

配布資料事例①からアセスメントに基

づき介護計画（個別援助計画）を立案

する 

復習：配布資料の読み返し 

予習：配布資料に基づき、

アセスメント（１）（２）個

別援助計画の作成をする 

28 回目 介護過程の実践的 配布資料事例①からアセスメントに基 復習：配布資料の読み返し 



 

展開 づき介護計画（個別援助計画）を立案

する 

予習：配布資料に基づき、

アセスメント（１）（２）個

別援助計画の作成をする 

29 回目 介護過程の実践的

展開 

配布資料事例②からアセスメントに基

づき介護計画（個別援助計画）を立案

する 

復習：配布資料の読み返し 

予習：配布資料に基づき、

アセスメント（１）（２）個

別援助計画の作成をする 

30 回目 介護過程の実践的

展開 

配布資料事例②からアセスメントに基

づき介護計画（個別援助計画）を立案

する 

復習：配布資料の読み返し 

予習：配布資料に基づき、

アセスメント（１）（２）個

別援助計画の作成をする 

 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 ９ 「介護過程」中央法規出版 

テキストを補うために必要に応じて資料を配布する 

履修条件  

履修上の注意 介護過程Ⅲでは、事例演習が重要なポイントです。その為には、予習を中心

とした学習が大切です。予習をしている学生と、していない学生では、授業

の理解に大きな差が生じます。教科書をよく読み、授業に参加してください。 

オフィスアワー 授業時間後や空コマなど、教室や研究室で質問などを受け付けます。 

備考・メッセージ 次回の授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解してください。 

 



 

講義科目名称：介護過程Ⅳ 授業コード：31041 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 ２年 １単位 必修 演習 

担当教員 

太田 茂美 

 

授業概要 

介護過程の理論と演習体験を関連づけながら、介護過程の展開ができる。 

①事例から個別援助計画が作成できる。 

②長期実習で実践した個別援助計画の振り返りをすることができる。 

③チームアプローチにおける介護福祉士の役割を理解できる。 

④自身が立案した個別援助計画を他学生と意見交換しながら、自分自身に不足している視

点を、グループワークを通して自ら学び取ることができる。 

⑤介護福祉士として使命感をもち、学び続ける態度を身につけることができる。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 ・グループワークにおいて他学生の意

見に耳を傾け、お互いに協力しながら

個別援助計画を修正する事ができる。 

グループディスカッ

ション 

10％ 

確かな専門的知識

や技能 

・３領域の知識を活かし、根拠を示し

ながら個別援助計画を立案し、効果的

な支援計画を作成することができる。 

定期試験 60％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・根拠のある介護過程展開をイメージ

しながら、他学生とのコミュニケーシ

ョンを通して生活課題の解決策を考

えることができる 

グループディスカッ

ション 

10％ 

課題解決能力 ・長期実習における介護過程の展開

（アセスメント（１）（２）、個別援助

計画実践）の結果を評価し、課題を考

え改善することができる 

レポート 10％ 

主体的に学ぶ力 ・介護福祉士として、自身の将来の職

業像をイメージすることが出来き、そ

の可能性を考えることができる 

授業への参加・態度 10％ 

合計 100％ 



 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

介護過程の実践的

展開 

配布資料事例③からアセスメントに基

づき介護計画（個別援助計画）を立案

する 

復習：配布資料の読み返し 

予習：配布資料に基づき、

アセスメント（１）（２）個

別援助計画の作成をする 

2 回目 

介護過程の実践的

展開 

配布資料事例④からアセスメントに基

づき介護計画（個別援助計画）を立案

する 

復習：配布資料の読み返し 

予習：配布資料に基づき、

アセスメント（１）（２）個

別援助計画の作成をする 

3 回目 

介護過程の実践的

展開 

配布資料事例④からアセスメントに基

づき介護計画（個別援助計画）を立案

する 

復習：配布資料の読み返し 

予習：配布資料に基づき、

アセスメント（１）（２）個

別援助計画の作成をする 

4 回目 

介護過程の実践的

展開 

配布資料事例④からアセスメントに基

づき介護計画（個別援助計画）を立案

する 

復習：配布資料の読み返し 

予習：配布資料に基づき、

アセスメント（１）（２）個

別援助計画の作成をする 

5 回目 

介護過程の実践的

展開 

介護過程の展開まとめ 

長期実習前の資料類整理 

復習：配布資料の読み返し 

予習：長期実習に備え、学

習内容をまとめる  

6 回目 

長期実習での介護

過程の振り返り 

介護過程の振り返り 

自分自身の介護計画の振り返りをまと

める 

復習：実習記録の振り返り 

予習：実習記録をケースレ

ポートにまとめる 

7 回目 

長期実習での介護

過程の振り返り 

介護過程の振り返り 

自分自身の介護計画の振り返りをまと

める 

復習：実習記録の振り返り 

予習：実習記録をケースレ

ポートにまとめる 

8 回目 
介護過程とケアマ

ネジメント 

介護過程とケアマネジメントの関係性 復習：これまでの授業内容 

予習：テキストｐ１３６～

補足事項 

①個別援助計画の要素を理解する。 

②事例演習から、個別の生活課題や潜在能力の見極めの方法のアセスメントを理解する。 

③自立支援に沿った個別援助計画の立案・実施・評価・他職種協働によるチームアプローチの必要性を理解する。 

④総合視点（利用者の属性等の個人・環境因子など）様々な状況における事例を通して、介護過程の展開が出来るよう

になる。 

⑤介護過程における評価の時期、基準を学習する。 



 

ｐ１４６ 

9 回目 
介護過程とケアマ

ネジメント 

チームアプローチにおける介護福祉士

の役割 事例１・２ 

復習：これまでの授業内容 

予習：ｐ１４８～ｐ１５3 

10 回目 
介護過程とケアマ

ネジメント 

チームアプローチにおける介護福祉士

の役割 事例３ 

復習：これまでの授業内容 

予習：ｐ１５3～ｐ１５6 

11 回目 

事例で考える利用

者の生活と介護過

程の展開 

事例１を通して、生活する事の意味、

人生の尊さ、介護福祉士としての仕事

の魅力に触れる。 

個別支援計画作成 

予習：ｐ１６４～ｐ１６６ 

12 回目 

事例で考える利用

者の生活と介護過

程の展開 

事例１を通して、生活する事の意味、

人生の尊さ、介護福祉士としての仕事

の魅力に触れる。 

グループワーク 

予習：ｐ１６４～ｐ１６６ 

13 回目 

事例で考える利用

者の生活と介護過

程の展開 

事例１を通して、生活する事の意味、

人生の尊さ、介護福祉士としての仕事

の魅力に触れる。 

グループワーク（教科書読み合わせ） 

予習：ｐ１６４～ｐ１７１ 

14 回目 

事例で考える利用

者の生活と介護過

程の展開 

事例２を通して、生活する事の意味、

人生の尊さ、介護福祉士としての仕事

の魅力に触れる。 

個別援助計画作成 

予習：ｐ１７１～ｐ１７３ 

15 回目 

事例で考える利用

者の生活と介護過

程の展開 

事例２を通して、生活する事の意味、

人生の尊さ、介護福祉士としての仕事

の魅力に触れる。 

グループワーク（教科書読み合わせ） 

予習：ｐ１７１～ｐ１７７ 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 ９ 「介護過程」中央法規出版 

テキストを補うために必要に応じて資料を配布する 

履修条件  

履修上の注意 教科書・配布資料等を読み返し、今までに学んだことを復習して授業に望ん

でください。そうすることで、授業での振り返りやグループワークの理解が

深まります。 

オフィスアワー 授業時間後や空コマなど、教室や研究室で質問などを受け付けます。 

備考・メッセージ 次回の授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解してください。 



 

 



 

講義科目名称：介護総合演習Ⅰ 授業コード：52041 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 １年 2 単位 必修 講義・演習 

担当教員 

太田 茂美 

 

授業概要 

介護実習の事前・事後学習を通して、介護実習の目標・目的を理解する。実習マニュアル

を学びの軸とし、他科目の進行状況や内容とも関連付けながら、介護福祉士としての生活

支援の基礎力、実践力、応用力を身につける。 

また、実習のルール・提出物の締切を守る、クラスメイトと協力し実習予定を立てる、学

外での礼節・約束を守る等の「学生としての基本的行動」を身につける。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 ・施設との連絡・調整・訪問等におい

て社会のルールや状況に適した言

動・行動ができ、クラスメイトと協力

できる。 

オリエンテーション

参加の取組み 

10％ 

確かな専門的知識

や技能 

・介護実習の事前・事後学習を通して 

介護福祉士に求められている専門性

を理解し、多職種の中でどの様な役割

をもっているかを理解できる。 

・利用者の居住環境に応じた生活支援

の方法を理解している。 

定期試験 60％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・利用者を中心とした多職種のコミュ

ニケーションとはどの様なものかを

理解している。 

レポート 10％ 

課題解決能力 実習マニュアルを軸として、目標を設

定し、自らの課題に取り組むことがで

きる。 

レポート 10％ 

主体的に学ぶ力 介護福祉士としての職業倫理を理解

し授業に取り組むことができる 

授業への参加・態度 10％ 

合計 100％ 

補足事項 



 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

介護総合演習での学

び  

介護総合演習と介護実習の関わり 

2 年間のスケジュール 

予習：ｐ２～ｐ１１ 

ｐ14～ｐ39 

 

2 回目 

介護総合演習での学

び   

 

介護実習について 

5 月介護実習について説明 

 介護老人福祉施設（特養）の特徴 

 実習先の調査（特養希望調査） 

予習： 

ｐ40～ｐ73 

ｐ109～ｐ120 

3 回目 

介護総合演習での学

び   

 

実習マニュアル配布 

マニュアル説明 

目標の立て方（個人票・日別） 

日誌の書き方 

予習： 

ｐ40～ｐ73 

ｐ109～ｐ120 

4 回目 

介護実習前後の学び 

 

実習目標について 

特養オリエン話し合い 

 個人票・実習目標提出について 

予習：ｐ109～ｐ120 

実習マニュアル 

5 回目 

介護実習前後の学び 

 

実習記録用紙の記入方法 

日誌の書き方 

記録物の提出方法 

復習：ｐ109～ｐ120 

実習マニュアル 

6 回目 
介護実習に向けて 

 

実習Ｍ説明 

実習前に実習Ｍの再確認 

予習：実習マニュアル 

7 回目 

実習振り返り 

 

実習の振り返りと自己評価 

実習先の調査 (GH・希望調査) 

復習：実習マニュアル 

予習：実習の振り返り、自

己評価、記録物の確認 

8 回目 

実習先の特徴と学ぶ

ポイント 

 

ＧＨの特徴 

実習マニュアルの活用 

実習先の調査 (障害希望調査) 

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ144～ｐ155 

9 回目 

実習先の特徴と学ぶ

ポイント 

 

障害者支援施設の特徴 

実習マニュアルの活用 

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ180～ｐ191 

10 回目 

実習先の特徴と学ぶ

ポイント 

 

訪問介護の特徴 

実習マニュアルの活用  

実習先の調査 (訪問希望調査) 

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ74～ｐ85 

 

 



 

11 回目 

介護実習前後の学び 

 

事前訪問の方法 

「ＧＨ」記録用紙配布 

ＧＨオリエン話し合い 

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ144～ｐ155 

12 回目 

介護実習前後の学び 

 

事前訪問の方法 

「障害」記録用紙配布 

障害オリエン話し合い 

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ180～ｐ191 

13 回目 

介護実習前後の学び 

 

事前訪問の方法 

「訪問」記録用紙配布 

訪問オリエン話し合い 

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ74～ｐ85 

14 回目 
介護実習前後の学び  

 

実習記録用紙の記入方法 

ＧＨ・障害・訪問振り返り用紙配布 

復習：実習マニュアル 

予習：テキスト、対象頁 

15 回目 

介護実習Ⅰ・Ⅱの理解 

 

実習前確認事項 

実習についての注意事項等確認。 

ケースレポートを読み、事例研究発

表会について理解する 

事例研究発表会での役割確認 

復習：実習マニュアル 

予習：テキスト、対象頁 

16 回目 

事後学習 

 

実習の振り替えりと自己評価 

振り返り用紙を発表 

事例研究発表会スケジュール確認 

事例研究発表会での役割確定 

予習：ケースレポートにつ

いて理解し、発表会の運営

についても理解する。 

17 回目 

ケースレポート発表

会 

 

ケースレポートを読み、事例研究発

表会について理解する 

会場準備 

予習：ケースレポートの理

解 

18 回目 ケースレポート発表

会 

ケースレポートを読み、事例研究発

表会について理解する 

ケースレポート発表会の聴

講 

19 回目 ケースレポート発表

会 

ケースレポート聴講の感想を提出す

る 

会場撤去 

復習：2 年生の抄録などか

ら長期実習での学びを理解

する 

     予習：「ケースレ

ポート発表会に参加して」

の感想文を提出 

20 回目 

 

事後学習 

 

実習の振り替えりと自己評価 

実習の振り返り、グループワーク 

予習：実習記録類を読んで

おく 

21 回目 

 

実習先の特徴と学ぶ

ポイント 

介護老人保健施設（老健） 

介護老人保健施設について 

実習先の調査  

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ97～ｐ108、ｐ121

～ｐ131 

22 回目 

 

実習先の特徴と学ぶ

ポイント 

リハビリテーション病院 

リハビリ実習について（宿泊等） 

復習：実習マニュアル 

予習：配布資料 



 

実習先の調査 (リハビリ希望調査) 

23 回目 

 

実習先の特徴と学ぶ

ポイント 

介護老人福祉施設（特養） 

実習先の調査 (特養希望調査) 

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ109～ｐ120 

24 回目 

 

介護実習前後の学び 

 

実習先別グループワーク 

 老健オリエン話し合い役割分担,

目標決め,資料作成 

実習先の調査  

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ97～ｐ108、ｐ121

～ｐ131 

25 回目 

 

介護実習前後の学び 

 

実習先別グループワーク 

 リハビリオリエン話し合い 

復習：実習マニュアル 

予習：配布資料 

26 回目 

 

介護実習前後の学び 

 

実習前指導 

 実習注意点、記録用紙記入等 

復習：実習マニュアル 

予習：テキスト、対象頁 

27 回目 

 

介護実習前後の学び 

 

実習先別グループワーク 

 特養オリエン話し合い 

復習：実習マニュアル 

予習：ｐ109～ｐ120 

28 回目 

 

介護実習前後の学び 

 

実習前指導 

 実習注意点、記録用紙記入等 

復習：実習マニュアル 

予習：テキスト、対象頁 

29 回 実習振り返り 

 

帰校日 

特養振り返り用紙配布、記入 

老健・リハビリ・特養 自己評価 

復習：マニュアル実習内容

の確認 

予習：実習の振り返り、自

己評価、記録物の確認 

 

30 回 実習振り返り 

 

帰校日 

老健・リハビリ・特養 振り返り用

紙をもとに発表・グループワーク 

復習：実習マニュアルの確

認 

予習：実習の振り返り、自

己評価、記録物の確認 

 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座 10「介護総合演習・介護実習」中央法規出版 

テキスト：長崎短期大学介護福祉士実習マニュアル 

履修条件  

履修上の注意 授業には実習マニュアル類を持参してください。 

実習への取組みには、学生同士の協力が不可欠です。授業を通して、学生同

士のコニュニケーション能力を身につけてください。 

オフィスアワー 授業・実習前後にて対応します。 

備考・メッセージ 授業の到達目標を理解してください。 



 

 



 

講義科目名称：介護総合演習Ⅱ 授業コード：11041 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 2 年 2 単位 必修 授業・演習 

担当教員 

太田 茂美 

 

授業概要 

実習体験を通しての振り返りを、次の実習・実践につなげられるように、目的・目標を常

に明確化する。また、他科目の進行状況や内容に、介護実習を関連付けることができるよ

うになる。長期実習後、事例研究にて実践の結果を発表し、介護実践に必要な知識や技術

の統合をおこなうとともに、介護観を形成し、専門職としての態度を養う。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 介護実習の事前・事後の学びにおい

て、自ら考え、行動し、他者の協力を

得ながら実習に取り組むことができ

る。 

事例研究発表 5％ 

確かな専門的知識

や技能 

・生活支援技術の専門知識と技術を効

果的に活用し、介護が必要な人の生活

課題に優先順位をつけ、その人の立場

に立ち、３領域の知識を活かした介護

を効果的に展開し、その根拠を示しな

がら発表することができる。 

・自らの介護観について述べることが

できる。 

事例研究発表 

定期試験 

30% 

40％ 

コミュニケーショ

ン能力 

実習記録類の記述方法を理解し、教員

の指導をもとに問題点を改善し、介護

実習・事例研究作成に、効果的に活用

することができる。 

事例研究発表 5% 

課題解決能力 介護実習の振り返りをおこない、実習

に関わる自らの課題を自覚し、解決方

法を考えることができる。 

レポート 10% 

主体的に学ぶ力 ・実習の目標や課題を自分で考えるこ

とができる。 

・専門職として自己に求められる課題

を把握できる。 

授業への参加・態度 10% 



 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

 

介護実習Ⅱの意義

と目的 

介護実習Ⅰの振り返り 

特養振り返り記入 発表 

介護実習Ⅱについて 

実習先の調査（長期実習希望調査） 

復習：これまでの実習の日

誌類を読んでおくこと 

予習：介護老人保健施設・

介護老人福祉施設の振り返

りレポート、長期実習先の

検討をしておくこと 

2 回目 

 

介護実習Ⅱの意義

と目的 

これまでの実習の振り返り 

グループワーク 

実習先の調査（長期実習希望締切） 

復習：これまでの実習の日

誌類を読んでおく 

予習：長期実習先の検討を

しておくこと 

3 回目 

 

長期実習事前学習 長期実習について 

長期実習配置発表 

「長期実習」記録用紙配布、 

個人票目標・実習目標の検討 

復習：これまでの実習の日

誌類を読んでおく 

予習：長期実習マニュアル

を読んでおくこと    

4 回目 

 

長期実習事前学習 長期実習について 

オリエン話し合い（今週アポとり、随時

訪問、5/12～5/22 日） 

個人票目標・実習目標の確定 

復習：長期実習マニュアル 

予習：実習マニュアルの再

確認、前年度の事例研究抄

録を読んでおくこと 

5 回目 

 

長期実習事前学習 長期実習について 

事例研究の書き方について 

参考：過去事例研究論集 

復習：前年度の事例研究抄

録を読んでおくこと 

予習：実習マニュアルの再

確認 

6 回目 

 

長期実習事前学習 長期実習について 

長期実習前、日誌類・その他、再確認

と注意事項等 

復習：前年度の事例研究抄

録を読んでおくこと 

予習：実習マニュアルの再

確認 

7 回目 
実習中の振り返り

（帰校日） 

実習の経過報告 

アセスメント（１）（２）の進捗状況確

復習：生活支援技術・ここ

ろとからだ・認知症の理解

合計 100％ 

補足事項 

 

 



 

認、個別援助計画の進捗状況確認 等の教科書・ノート類 

予習：参考文献等を読んで

おく事 

8 回目 

実習中の振り返り

（帰校日） 

実習の経過報告 

アセスメント（１）（２）の進捗状況確

認、個別援助計画の進捗状況確認 

復習：介護過程（個別援助

計画）教科書・ノート 

予習：参考文献等を読んで

おく事 

9 回目 

実習中の振り返り

（帰校日） 

実習の経過報告 

個別援助計画の実施状況確認、評価の

進捗状況確認  

復習：介護過程（個別援助

計画）教科書・ノート 

予習：介護過程（個別援助

計画）教科書・ノート、 

参考文献等を読んでおく事 

10 回目 

実習中の振り返り

（帰校日） 

実習の経過報告 

個別援助計画の実施状況確認、評価の

進捗状況確認  

復習：介護過程（個別援助

計画）教科書・ノート 

予習：生活支援技術・ここ

ろとからだ・認知症の理解

等の教科書・ノート類、 

参考文献等を読んでおく事 

11 回目 

事後学習 

 

介護実習Ⅱ（長期実習）振り返り 

介護過程展開の振り返り 

長期実習振り返り記入 発表 

復習：長期実習にあたり自

分自身の行動を振り返る      

予習：昨年度の事例報告集

を閲覧する 

12 回目 

事後学習 

 

介護実習Ⅱ（長期実習）振り返り 

介護過程展開の振り返り 

長期実習振り返り記入 発表 

復習：長期実習にあたり自

分自身の行動を振り返る      

予習：昨年度の事例報告集

を閲覧する 

13 回目 

事例研究作成 

 

事例研究の書き方の再確認 

参考：過去事例報告集 

事例研究の提出手順、印刷、評価方法、

発表会運営、事例研究の発表方法等 

復習：事例研究（事例報告

集）作成       

予習：事例研究（事例報告

集）作成 

14 回目 

事例研究作成 

 

事例研究（事例報告集）作成 

実習巡回教員指導の元、作成を進める 

復習：事例研究（事例報告

集）作成      

予習：事例研究（事例報告

書）作成 

15 回目 

事例研究作成 

 

事例研究（事例報告集）作成 

実習巡回教員指導の元、作成を進める 

復習：事例研究（事例報告

集）作成      

予習：事例研究（事例報告

書）作成 



 

16 回目 

事例研究作成 

 

事例研究（事例報告集）作成 

実習巡回教員指導の元、作成を進める 

復習：事例研究（事例報告

集）作成      

予習：事例研究（事例報告

書）作成 

17 回目 

事例研究作成 

 

事例研究（事例報告集）作成 

実習巡回教員指導の元、作成を進める 

復習：事例研究（事例報告

集）作成      

予習：事例研究（事例報告

書）作成 

18 回目 事例研究作成 

 

事例研究（事例報告集）作成 

実習巡回教員指導の元、作成を進める 

復習：事例研究（事例報告

集）作成      

予習：事例研究（事例報告

書）作成 

19 回目 

 

事例研究製本 事例研究（事例報告集）製本 

 

復 習 ： 発 表 原 稿 作 成      

予習：発表原稿作成 

20 回目 

 

事例研究製本 事例研究（事例報告集）製本 

 

復習：発表原稿作成 

予習：発表原稿作成・長期

実習先への配布 

21 回目 

 

事例研究発表会事

前指導 

カルチャーホールにて発表練習 復習：発表原稿作成 

予習：発表練習 

22 回目 

 

事例研究発表会 実習指導者、学生、保護者、教員同席

により「事例研究（事例報告）」報告会 

予習：事例報告集 

23 回目 

 

事例研究発表会 実習指導者、学生、保護者、教員同席

により「事例研究（事例報告）」報告会 

予習：事例報告集 

24 回目 

 

事例研究発表会 事例研究（事例報告）発表会の振り返

り 事例研究発表会の振り返り、講評 

予習：事例報告集 

25 回目 

 

事例研究発表会 事例研究（事例報告）発表会の振り返

り 事例研究発表会の振り返り、講評 

予習：事例報告集 

26 回目 

 

事例研究発表会振

り返り 

事例研究発表会振り返り 

振り返りシート記入・グループワーク 

復習：事例報告集 

予習：事例報告集 

27 回目 

 

事例研究発表会振

り返り 

事例研究発表会振り返り 

発表・グループワーク 

復習：事例報告集 

予習：事例報告集 

28 回目 

 

介護総合演習まと

め 

倫理・尊厳とは何か 復習：これまでの授業等 

予習：教科書・文献等 

29 回 

 

介護総合演習まと

め 

実習を通して「介護福祉士観」「職業観」

について考える 

復習：これまでの授業等 

予習：教科書・文献 

30 回 

 

介護総合演習まと

め 

「介護観」とは 

介護福祉士観の発表 

予習：「介護観」について考

えておくこと 

 



 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 最新 介護福祉士養成講座１０ 「介護総合演習・介護実習」中央法規出版 

テキスト：長崎短期大学介護福祉士実習マニュアル 

履修条件  

履修上の注意 授業には実習マニュアル類を持参してください。 

評価について：定期試験、実習前後の実習態度や提出物の内容、実習先の担

当職員の評価、事例研究発表、実習報告書、事例検討書の内容等により総合

的に評価する。 

オフィスアワー 授業終了後、放課後など。随時質問に来てください。 

備考・メッセージ 講義概要、到達目標、評価方法、を確認の上、授業に臨んでください。 

特に長期実習前は、実習マニュアルを熟読してください。 

事例研究作成には参考文献が不可欠です。図書館の本等沢山の文献を参考に

してください。 

 



 

講義科目名称：介護実習Ⅰ 授業コード：90141 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 1 年 5 必修 実習 

担当教員 

太田 茂美、松永 三千代、 尾村 恵子  

 

授業概要 

介護現場での実習を通して、利用者ひとりひとりの生活リズムや個性を理解するという視

点から、介護とは何かを学ぶ。利用者、家族との関わりを通じたコミュニケーション、他

職種連携、これまで学んだ生活支援技術を実践する基礎的能力を習得する。また、利用者

の暮らしや住まいといった環境面を理解しながら、その人らしい生活を維持するための個

別ケアの重要性について理解する。 

①介護実習の意義目的を理解する 

②人権尊重や自立支援を基本に生活ニーズに関する情報を収集し、生活支援に活かすこと

ができる 

③実習を通して、実習施設の基本理念、目標を基に利用者の生活・心身の状況に応じた生

活支援技術を学ぶ 

④介護に関する過程、他職種連携、地域連携を学び、介護の探究する姿勢を身につける 

⑤介護職の職業倫理や姿勢・態度を学び、実践力を身につける 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 ・学校・実習先のルールを守り、状況

に適した言動ができる。 

実習前・中・後 10％ 

確かな専門的知識

や技能 

・生活支援技術の専門知識と技能を概

ね習得し、実践をすることができる。 

・３領域の知識を概ね習得し、その知

識を活かした介護を実践することが

できる。 

実習中 60％ 

コミュニケーショ

ン能力 

丁寧な字で実習日誌類（実習目標）を

書き、教員の指導を受けながらその内

容（文字の丁寧さ、目標の内容）を改

善することができる。 

実習日誌類 10％ 

課題解決能力 ニーズ・生活課題について情報を収集

することができる。指導を受けたこと

を実践し、その結果を報告することが

できる。 

実習中・後 10％ 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

 

介護老人福祉施設 3 日間(24 時間） 

≪実習目的≫ 

高齢者・障害者を知る 

 

 

グループホーム実

習 

5 日間（40 時間） 

≪実習目的≫ 

認知症対応型共同生活介護の特徴や役

割を知り、利用者の自立支援のための

日常生活援助の方法を理解する 

 

 

障害者支援施設実

習 

7 日間（56 時間） 

≪実習目的≫ 

障害者施設の特徴や役割を知り、人権

の尊重した個別性のある介護の方法を

理解する 

 

 

訪問介護実習 2 日間（16 時間） 

≪実習目的≫ 

訪問介護の特性や役割を知り、利用者

の特性に応じた生活環境に対する生活

支援技術の方法を理解する 

 

 

介護老人保健施設 8 日間(64 時間） 

≪実習目的≫ 

介護老人保健施設の特徴と役割を知

る。利用者の心身状況に応じた専門職

としての視点、及びチームとしての連

携方法を踏まえて、生活支援技術を的

確に選択し実践できる。ＩＣＦに基づ

いたアセスメントができる。 

 

 リハビリテーショ 4 日間（32 時間）  

主体的に学ぶ力 介護を実践する上での課題に取り組

むことができる 

実習前後 10％ 

合計 100％ 

補足事項 

 



 

ン病院 ≪実習目的≫ 

リハビリテーション病院の特徴や役割

を知り、他職種と連携を図りながら患

者様の自立支援に向けた ICF の視点で

の日常生活援助方法を理解する。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 テキスト：介護福祉士養成講座編集委員会 最新 介護福祉士養成講座 10 

介護総合演習・介護実習 中央法規出版 

テキスト：長崎短期大学介護福祉実習マニュアル. 

履修条件  

履修上の注意 介護実習評価の他、実習前と実習後の取り組みも評価の対象とする。介護実

習の評価は実習施設の実習指導者が評価し、その後、教員間で確認する。 

オフィスアワー 実習前後で対応します。 

備考・メッセージ 短大で習ったものを介護現場で確認すること、介護現場での課題を短大に持

ち帰り再学習すること、の繰り返しを行ってください。介護実習の前後の課

題を大切に取り組んでください。何事にも誠実に取り組んでください。 

 



 

講義科目名称：介護実習Ⅱ 授業コード：90143 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

通年 2 年 ５ 必修 実習 

担当教員 

太田 茂美、松永 三千代、 尾村 恵子  

 

授業概要 

介護実習Ⅰで得た知識・技術をもとに利用者の状況に応じた生活支援技術について実践を

行う。 

介護現場での実習を通して、利用者の生活全体を把握した上で利用者一人を担当し、アセ

スメントからモニタリングまで介護過程の実践を通して、個別介護の重要性を理解する。 

①観察、コミュニケーション、記録類を通じて得た情報から優先度を考え、生活課題を明

確にできる 

②利用者、家族、他職種とのチームアプローチの必要性を理解し、介護計画の立案を行う

ことができる 

③介護過程を展開する中で、専門的・計画的な介護サービスを提供する能力を身につける 

④利用者の安全性、快適さ、自立に配慮した介護が実践できる 

⑤介護目標が達成できたか、援助内容が適切であったか、計画を修正する必要があったか

評価する力を身につける 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力 個別援助計画の短期目標達成にむけ、

成功イメージを意識しながら、計画の

立案・実施・修正を柔軟に行うことが

できる。 

個別援助計画 10％ 

確かな専門的知識

や技能 

・生活支援技術の専門知識と技能を、

効果的に活用することができる。ま

た、３領域の知識を活かした介護を効

果的に実践しその根拠を示すことが

できる。 

・その人の思いを推測し、引き出しな

がら、介護が必要な人の生活課題に優

先順位をつけ把握し、その改善方法の

立案と実践をすることができる。 

実習中 60％ 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

 

介護老人福祉施設 7 日間（56 時間） 

≪実習目的≫ 

利用者の生活ニーズを捉え、生活支援

のあり方を考え実践する。 

 

 

長期実習（施設実

習） 

23 日間（184 時間） 

≪実習目的≫ 

利用者を総合的に捉え、個別性を踏ま

えた介護過程を展開することができ

る。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

コミュニケーショ

ン能力 

・利用者の立場に立ち、その思いを共

感することができる。 

・自らの感情表出傾向を自覚できる 

・多職種の協力を得ながら、利用者本

位の支援を考え、実践することが出来

る。 

実習中・後 10％ 

課題解決能力 ・自ら考えたこと、実践したことを報

告し、疑問を相談することで、自身の

課題を解決することができる。 

実習中・後 10％ 

主体的に学ぶ力 ・個別援助計画の実践について評価す

ることができ、新たな課題に取り組む

ことができる。 

実習中 10％ 

合計 100％ 

補足事項 

 



 

    

    

    

    

    

    

 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 テキスト：介護福祉士養成講座編集委員会「新 介護福祉士養成講座 10 

介護総合演習・介護実習」中央法規出版 

テキスト：長崎短期大学介護福祉実習マニュアル 

履修条件  

履修上の注意 介護実習の評価は、実習施設の実習指導者が評価し、その後、教員間で確認

する。 

オフィスアワー 実習の前後で対応します 

備考・メッセージ 実習前後の取り組みを大切にしてください。特に、報告・連絡・相談、を

大切にしてください。誰に対しても誠実に接してください。 

 



 

講義科目名称：こころとからだ A 授業コード： 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 １年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代、滝川由香里 

 

授業概要 
健康とは何かを理解し、からだと密接なつながりをもつこころのしくみについての基礎的

な知識を理解する。また、介護職に求められる対応について学ぶ。 

 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・健康とは何かを述べることができ

る。 

・からだとこころのしくみについて

基礎的な知識を理解することができ

る。 

・定期試験 

・小テスト 

５５％ 

 ５％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、介護の援助場

面でのコミュニケーションのとり方

について理解を深めることができる。 

・グループディスカッ

ション 

１０％ 

課題解決能力 ・援助する場合の留意点を踏まえ、課

題解決の方法について考えを述べる

ことができる。 

・レポート 

・宿題課題 

  １０％ 

  １０％ 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度   １０％ 

合計 100％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験５５％、小テスト５％、グループディスカッション１０％、レポート１０％、

授業への参加・態度１０％、宿題課題１０％の割合で評価する。 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 
オリエンテーション、

「健康」とは何か 

授業の概要、進め方について説明する。 

健康の定義について説明する。 

予習：教科書 P２～４を読

んでおくこと 

2 回目 
「健康」とは何か 「健康づくり」について理解する。 復習：ｐ２～４ 

予習：ｐ４～１１ 

3 回目 
「健康」とは何か 健康観、人はなぜ病気になるのかにつ

いて理解する。 

復習：ｐ５～１１ 

予習：ｐ１４～１５ 

4 回目 
人間の欲求とは何

か 

基本的欲求について理解する。 復習：ｐ１４～１５ 

予習：ｐ１６～１８ 

5 回目 
社会的欲求、自己

実現 

社会的欲求について理解する。 

自己実現とは何かについて理解する。 

復習：ｐ１６～１８ 

予習：ｐ１９～２１ 

6 回目 

自己実現と尊厳 自己概念に影響する要因について理解

する。自立への意欲と自己概念につい

て理解する。 

復習：ｐ１９～２１ 

予習：ｐ２１～２３ 

7 回目 

自己実現と尊厳 自己実現と尊厳、生きがいについてグ

ループで学びあう。 

国際的な取組みについて理解する。 

復習：ｐ２１～２３ 

予習：ｐ２４ 

   配布資料 

8 回目 
こころのしくみの

基礎 

作文を用いて、「こころ」とは何かにつ

いて理解する。 

復習：ｐ２４ 

予習：ｐ２５～２７ 

9 回目 
こころのしくみの

基礎 

脳のしくみについて理解する。 復習：ｐ２５～２７ 

予習：ｐ２８ 

10 回目 
こころのしくみの

基礎 

認知のしくみについて理解する。 復習：ｐ２８ 

予習：ｐ２８～３２ 

11 回目 
こころのしくみの

基礎 

学習のしくみについて理解する。 復習：ｐ２８～３２ 

予習：ｐ２８～３２ 

12 回目 
こころのしくみの

基礎 

記憶・思考のしくみについて理解する。 復習：２９～３２ 

予習：ｐ３２～３３ 

13 回目 
こころのしくみの

基礎 

感情のしくみについて理解する。 復習：ｐ３２～３３ 

予習：ｐ３２～３３ 

14 回目 
こころのしくみの

基礎 

意欲・動機づけのしくみについて理解

する。 

復習：ｐ３３～３４ 

予習：ｐ３５～３７ 

15 回目 
こころのしくみの

基礎 

適応のしくみについて理解する。 復習：ｐ３５～３７ 

16 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  



 

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 11「こころとからだのしくみ」中央法規出

版会を使用する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：こころとからだ B 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 １年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代、滝川由香里 

 

授業概要 
からだのしくみを学び、対象者の健康状態をアセスメントするための知識、起こりうる生

活上の困難さを測るための必要な知識を学ぶ。 

 

 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・からだのしくみについて基礎的な

知識を理解する。 

・介護福祉職に必要な薬の知識につ

いて理解する。 

・定期試験 

・小テスト 

６０％ 

１０％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、からだのしく

みについて理解を深めることができ

る。 

・レポート １０％ 

課題解決能力 ・生活上の困難さを理解し、介助の方

法について考えを述べることができ

る。 

・レポート 

 

１０％ 

 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 １０％ 

合計 １００％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験６０％、小テスト１０％、レポート２０％、グ、授業への参加・態度１０％の

割合で評価する。 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

からだの部位の役

割 

授業概要と担当について説明する。 

細胞・遺伝、身体各部の名称について理

解する。 

復習：P４０～４２ 

予習：ｐ４３～４６ 

2 回目 
からだの部位の役

割 

脳・神経の構造を理解する。 

 

復習：ｐ４３～４６ 

予習：ｐ４３～４６ 

3 回目 
からだの部位の名

称 

脳・神経系の機能について理解する。 復習：ｐ４３～４６ 

予習：ｐ４６～４９ 

4 回目 
からだの部位の役

割 

感覚器の構造と機能について理解す

る。 

復習：ｐ４６～４９ 

予習：ｐ４９～５２ 

5 回目 
からだの部位の役

割 

呼吸器の構造を理解する。 復習：ｐ４９～５２ 

予習：ｐ４９～５２ 

6 回目 
からだの部位の役

割 

呼吸器の機能について理解する。 復習：ｐ４９～５２ 

予習：ｐ５３～５５ 

7 回目 
からだの部位の役

割 

循環器の構造を理解する。 復習：ｐ５３～５５ 

予習：ｐ５３～５５ 

8 回目 
からだの部位の役

割 

循環器の機能について理解する。 復習：ｐ５３～５５ 

予習：ｐ５５～５７ 

9 回目 
からだの部位の役

割 

消化器の構造について理解する。 復習：ｐ５５～５７ 

予習：ｐ５５～５７ 

10 回目 
からだの部位の役

割 

消化器の機能について理解する。 復習：ｐ５５～５７ 

予習：ｐ５８～５９ 

11 回目 
からだの部位の役

割 

泌尿器の構造と機能について理解す

る。 

復習：ｐ５８～５９ 

予習：ｐ６０～６９ 

12 回目 
からだの部位の役

割 

骨・筋肉の構造について理解する。 復習：ｐ６０～６９ 

予習：ｐ６０～６９ 

13 回目 
からだの部位の役

割 

骨・筋肉の機能について理解する。 復習：ｐ６０～６９ 

予習：ｐ６９～７７ 

14 回目 
からだの部位の役

割 

生殖器・内分泌の構造と機能について

理解する。 

復習：ｐ６９～７７ 

予習：ｐ７７～８２ 

15 回目 
介護福祉職に必要

な薬の知識 

介護福祉職に必要な薬の知識について

説明する。 

復習：ｐ７７～８２ 

16 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 



 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 11「こころとからだのしくみ」中央法規出

版会を使用する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：こころとからだＣ 授業コード： 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期 １年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代 

 

授業概要 

からだとこころは相互に関連し、意欲や人の行動などに影響を及ぼすことを理解し、身体

機能の低下や障害により移動やみじたく、入浴や食事、排泄などの生活行動がどのように

影響を受けるのかを学ぶ。また、介護福祉職としての具体的な援助のための根拠となる知

識を習得する。 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・からだとこころの相互関係を理解

し、意欲や行動にどのような影響を及

ぼすのかについて理解する。 

・具体的な生活行動への影響及び援

助の根拠となる知識について理解す

る。 

・定期試験 

・小テスト 

６０％ 

１０％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、からだとここ

ろのしくみについて理解を深めるこ

とができる。 

・グループディスカッ

ション 

５％ 

課題解決能力 ・生活行動への影響を理解し、根拠に

基づく介助の方法について考えを述

べることができる。 

・レポート 

・グループによるプレ

ゼンテーション 

５％ 

１０％ 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 １０％ 

合計 100％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験６０％、小テスト１０％、グループディスカッション５％、レポート５％、グ

ループによるプレゼンテーション１０％、授業への参加・態度１０％の割合で評価する。 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

移動に関連したこ

ころとからだのし

くみ 

授業概要と担当について説明する。 

移動のしくみについて理解する。 

復習：ｐ８４～９９ 

予習：ｐ１００～１０５ 

2 回目 

移動に関連したこ

ころとからだのし

くみ 

心身の機能低下が移動に及ぼす影響に

ついて理解する。 

 

復習：ｐ１００～１０５ 

予習：ｐ１０６～１１０ 

3 回目 

移動に関連したこ

ころとからだのし

くみ 

変化の気づきと対応について理解す

る。 

復習：ｐ１０６～１１０ 

予習：ｐ１１１～１３０ 

4 回目 

身じたくに関連し

たこころとからだ

のしくみ 

身じたくのしくみについて理解する。 復習：ｐ１１１～１３０ 

予習：ｐ１３１～１３６ 

5 回目 

身じたくに関連し

たこころとからだ

のしくみ 

心身の機能低下が身じたくに及ぼす影

響について理解する。 

復習：ｐ１３１～１３６ 

予習：ｐ１３７～１４５ 

6 回目 

身じたくに関連し

たこころとからだ

のしくみ 

変化の気づきと対応について理解す

る。 

復習：ｐ１３７～１４５ 

予習：ｐ１４８～１５５ 

7 回目 

食事に関連したこ

ころとからだのし

くみ 

食事のしくみについて理解する。 復習：ｐ１４８～１５５ 

予習：ｐ１５６～１６２ 

8 回目 

食事に関連したこ

ころとからだのし

くみ 

心身の機能低下が食事に及ぼす影響に

ついて理解する。 

復習：ｐ１５６～１６２ 

予習：ｐ１６３～１７０ 

9 回目 

食事に関連したこ

ころとからだのし

くみ 

変化の気づきと対応について理解す

る。 

復習：ｐ１６３～１７０ 

予習：ｐ１７２～１８３ 

10 回目 

入浴・清潔保持に

関連したこころと

からだのしくみ 

入浴・清潔保持のしくみについて理解

する。 

復習：ｐ１７２～１８３ 

予習：ｐ１８４～１９４ 

11 回目 

入浴・清潔保持に

関連したこころと

からだのしくみ 

心身の機能低下が入浴・清潔保持に及

ぼす影響について理解する。 

復習：ｐ１８４～１９４ 

予習：ｐ１９５～２０６ 

12 回目 

入浴・清潔保持に

関連したこころと

からだのしくみ 

変化の気づきと対応について理解す

る。 

復習：ｐ１９５～２０６ 

予習：ｐ２０８～２２０ 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

13 回目 

排泄に関連したこ

ころとからだのし

くみ 

排泄のしくみについて理解する。 復習：ｐ２０８～２２０ 

予習：ｐ２２１～２３１ 

14 回目 

排泄に関連したこ

ころとからだのし

くみ 

心身の機能低下が排泄に及ぼす影響に

ついて理解する。 

復習：ｐ２２１～２３１ 

予習：ｐ２３２～２３８ 

15 回目 

排泄に関連したこ

ころとからだのし

くみ 

変化の気づきの対応について理解す

る。 

復習：ｐ２３２～２３８ 

16 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書： 最新介護福祉士養成講座 11「こころとからだのしくみ」中央法規

出版会を使用する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：こころとからだ D 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 ２年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代 

 

授業概要 

生理的欲求としての休息・睡眠についてのしくみ、加齢が睡眠に及ぼす影響、睡眠状態の

観察のポイントなどについて学ぶ。さらに人生の最終段階にある人のケアに関連したここ

ろとからだのしくみを理解し、具体的なケアの方法について学ぶ。 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・休息・睡眠に関する基礎的な知識、

人生の最終段階にある人のこころと

からだのしくみについて理解する。 

・介護福祉職としてのケアの方法に

ついて理解する。 

・定期試験 

・小テスト 

８０％ 

５％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、休息・睡眠に

ついて、さらに人生の最終段階のケア

について理解を深めることができる。 

・レポート ５％ 

課題解決能力 ・睡眠障害を理解し、ケアの方法につ

いて考えを述べることができる。 

・人生の最終段階を迎えた人へのケ

アについて考えを述べることができ

る。 

・レポート 

・グループによるプレ

ゼンテーション 

５％ 

 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 ５％ 

合計 １００％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験８０％、小テスト５％、レポート１０％、授業への参加・態度５％の割合で評

価する。 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

休息・睡眠に関連

したこころとから

だのしくみ 

授業概要と担当について説明する。 

なぜ人は睡眠をとるのかについて学

ぶ。 

復習：P２４２～２４７ 

予習：ｐ２４２～２４７ 

2 回目 

休息・睡眠に関連

したこころとから

だのしくみ 

睡眠のしくみについて学ぶ。 

 

復習：ｐ２４２～２４７ 

予習：ｐ２４２～２４９ 

3 回目 

休息・睡眠に関連

したこころとから

だのしくみ 

睡眠の質を高める環境や生活習慣につ

いて学ぶ。 

復習：ｐ２４２～２４９ 

予習：ｐ２５０～２５７ 

4 回目 

休息・睡眠に関連

したこころとから

だのしくみ 

心身の機能低下が休息・睡眠に及ぼす

影響について学ぶ。 

復習：ｐ２５０～２５７ 

予習：ｐ２５８～２６１ 

5 回目 

休息・睡眠に関連

したこころとから

だのしくみ 

睡眠の観察のポイントについて学ぶ。 復習：ｐ２５８～２６１ 

予習：ｐ２５８～２６１ 

6 回目 

休息・睡眠に関連

したこころとから

だのしくみ 

睡眠での医療職との連携のポイントや

緊急対応が必要な状況について学ぶ。 

復習：ｐ２５８～２６１ 

予習：ｐ２６４～２６６ 

7 回目 

人生の最終段階の

ケアに関連したこ

ころとからだのし

くみ 

人生の最終段階に関する「死」のとらえ

方について学ぶ。 

復習：ｐ２６４～２６６ 

予習：ｐ２６７～２６８ 

8 回目 

人生の最終段階に

関連したこころと

からだのしくみ 

尊厳死（リビングウィル、インフォーム

ドコンセント）について学ぶ。 

加齢に伴う自然死について理解する。 

復習：ｐ２６７～２６８ 

予習：ｐ２６９～２７４ 

9 回目 

人生の最終段階に

関連したこころと

からだのしくみ 

看取りにかかわる人の価値観について

考え、理解する。 

復習：ｐ２６９～２７４ 

予習：ｐ２６９～２７４ 

10 回目 

人生の最終段階に

関連したこころと

からだのしくみ 

終末期とは何かを学ぶ。終末期に他印

する例からターミナルケアについて学

び、理解する。 

復習：ｐ２６９～２７４ 

予習：ｐ２６９～２７４ 

11 回目 

人生の最終段階に

関連したこころと

からだのしくみ 

ターミナルケア、自己決定、人生の最終

段階に行ける医療・ケアの決定プロセ

スに関するガイドラインなどについて

学ぶ。 

復習：ｐ２６９～２７４ 

予習：ｐ２７５～２８１ 

12 回目 人生の最終段階に 死に対する考え方、キューブラー・ロス 復習：ｐ２７５～２８１ 



 

関連したこころと

からだのしくみ 

の終末期にある人の死の受容プロセス

について、さらに家族への支援につい

て学ぶ。 

予習：ｐ２８２～２８５ 

13 回目 

人生の最終段階に

関連したこころと

からだのしくみ 

終末期から臨終期における身体機能の

変化について学ぶ。 

復習：ｐ２８２～２８５ 

予習：ｐ２８６～２９０ 

14 回目 

人生の最終段階に

関連したこころと

からだのしくみ 

臨終期の対応について学ぶ。 

死後のからだの変化や死後の連絡につ

いて学ぶ。 

復習：ｐ２８６～２９０ 

予習：ｐ２９１～２９９ 

15 回目 

人生の最終段階に

関連したこころと

からだのしくみ 

終末期に置ける医療職との連携につい

て学ぶ。 

復習：ｐ２９１～２９９ 

16 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 11「こころとからだのしくみ」中央法規出

版会を使用する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：発達と老化の理解Ⅰ 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 １年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代、座間味愛理 

 

授業概要 

人間の成長・発達の過程における身体的・心理的・社会的変化、老化が生活に及ぼす影響

についての基礎的知識を理解する。また、ライフサイクルの特徴に応じた生活支援に必要

な基礎的知識を理解する。 

 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・人間の成長・発達の過程における基

礎的知識を理解する。 

・定期試験 

・小テスト 

６０％ 

１０％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、ライフサイク

ルの特徴について理解を深めること

ができる。 

・グループディスカッ

ション 

５％ 

課題解決能力 ・人間の成長発達の過程においてお

こる様々な課題について理解し、生活

支援について考えることができる。 

・レポート 

・グループによるプレ

ゼンテーション 

５％ 

１０％ 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 １０％ 

合計 １００％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験６０％、小テスト１０％、グループディスカッション５％、レポート５％、グ

ループによるプレゼンテーション１０％、授業への参加・態度１０％の割合で評価する。 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

人間の成長と発達

の基礎的知識 

授業概要と担当について説明する。 

発達区分を理解し、生涯の発達をイメ

ージする。 

復習：P２～９ 

予習：ｐ２～１７ 

2 回目 

人間の成長と発達

の基礎的知識 

成長・発達の考え方、成長・発達の原則・

法則、成長発達に影響する要因につい

て学ぶ。 

復習：ｐ２～１７ 

予習：ｐ２０～３４ 

3 回目 
人間の発達段階と

発達課題 

発達理論、発達段階と発達課題につい

て学ぶ。 

復習：ｐ２０～３４ 

予習：ｐ３４～５４ 

4 回目 
人間の発達段階と

発達課題 

身体的機能の成長と発達について学

ぶ。心理的機能の発達について学ぶ。 

復習：ｐ３５～５４ 

予習：ｐ４７～６８ 

5 回目 
人間の発達段階と

発達課題 

社会的機能の発達について学ぶ。 復習：ｐ４７～６８ 

予習：ｐ７０～７９ 

6 回目 
老年期の特徴と発

達課題 

老年期の定義、老化について学ぶ。 復習：ｐ７０～７９ 

予習：ｐ８０～１０７ 

7 回目 
老年期の特徴と発

達段階 

老年期の発達段階、老年期をめぐる今

日的課題について学ぶ。 

復習：ｐ８０～１０７ 

予習：ｐ８０～１０７ 

8 回目 
老年期の特徴と発

達段階 

老年期の発達段階、老年期をめぐる今

日的課題について学ぶ。 

復習：ｐ８０～１０７ 

予習：ｐ１１０～１４２ 

9 回目 

老化にともなうこ

ころとからだの変

化と生活 

老化にともなう身体的な変化と生活へ

の影響について学ぶ。 

復習：ｐ１１０～１４２ 

予習：ｐ１１０～１４２ 

10 回目 

老化にともなうこ

ころとからだの変

化と生活 

老化にともなう身体的な変化と生活へ

の影響について学ぶ。 

復習：ｐ１１０～１４２ 

予習：ｐ１４３～１６３ 

11 回目 

老化にともなうこ

ころとからだの変

化と生活 

老化にともなう心理的な変化と生活へ

の影響について学ぶ。 

復習：ｐ１４３～１６３ 

予習：ｐ１４３～１６３ 

 

12 回目 

老化にともなうこ

ころとからだの変

化と生活 

老化にともなう心理的な変化と生活へ

の影響について学ぶ。 

復習：ｐ１４３～１６３ 

予習：ｐ１６５～１８５ 

13 回目 

老化にともなうこ

ころとからだの変

化と生活 

老化にともなう社会的な変化と生活へ

の影響について学ぶ。 

復習：ｐ１６５～１８５ 

予習：ｐ１６５～１８５ 

14 回目 

老化にともなうこ

ころとからだの変

化と生活 

老化にともなう社会的な変化と生活へ

の影響について学ぶ。 

復習：ｐ１６５～１８５ 

予習：ｐ１６４～１８５ 

15 回目 老化にともなうこ 老化にともなう社会的な変化と生活へ 復習：ｐ１６４～１８５ 



 

ころとからだの変

化と生活 

の影響について学ぶ。 

16 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 1２「発達と老化の理解」中央法規出版会

を使用する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：発達と老化の理解Ⅱ 授業コード： 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期 １年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代 

 

授業概要 
老化にともなう身体的・心理的・社会的変化や高齢者に多く見られる疾病並びに老化によ

っておこる生活への影響について理解し、支援に必要な基礎的知識を習得する。 

 

 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・人間の成長・発達の過程における基

礎的知識を理解する。 

・定期試験 

・小テスト 

６０％ 

１０％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、高齢者に多く

みられる疾病や生活への影響につい

て理解を深めることができる。 

・グループディスカッ

ション 

５％ 

課題解決能力 ・人間の成長発達の過程においてお

こる様々な課題について理解し、生活

支援について考えることができる。 

・レポート 

・グループによるプレ

ゼンテーション 

５％ 

１０％ 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 １０％ 

合計 100％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験６０％、小テスト１０％、グループディスカッション５％、レポート５％、グ

ループによるプレゼンテーション１０％、授業への参加・態度１０％の割合で評価する。 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 
高齢者と健康 健康長寿に向けての健康について学

ぶ。 

復習：ｐ１８８～１９５ 

予習：ｐ１９６～２０１ 

2 回目 
高齢者と健康 高齢者の症状・疾患の特徴について理

解する。 

復習：ｐ１９６～２０１ 

予習：ｐ１９６～２０１ 

3 回目 
高齢者と健康 高齢者の症状・疾患の特徴について理

解する。 

復習：ｐ１９６～２０１ 

予習：ｐ２０２～２０８ 

4 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

骨粗鬆症、高齢者に多い骨折について

学ぶ。 

復習：ｐ２０２～２０８ 

予習：ｐ２０８～２１６ 

5 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

変形性膝関節症、関節リウマチ、変形性

脊椎症、脊柱管狭窄症について学ぶ。 

復習：ｐ２０８～２１６ 

予習：ｐ２１７～２２３ 

6 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

脳神経系の疾患について学ぶ。 復習：ｐ２１７～２２３ 

予習：ｐ２２３～２３５ 

7 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

皮膚・感覚器系の疾患について学ぶ。 

循環器系の疾患について学ぶ。 

復習：ｐ２２３～２３５ 

予習：ｐ２３６～２４１ 

8 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

呼吸器系の疾患について学ぶ。 復習：ｐ２３６～２４１ 

予習：ｐ２４１～２４６ 

9 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

消化器系の疾患について学ぶ。 復習：ｐ２４１～２４６ 

予習：ｐ２４６～２５１ 

10 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

腎・泌尿器系の疾患について学ぶ。 復習：ｐ２４６～２５１ 

予習：ｐ２５１～２５９ 

11 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

内分泌・代謝系の疾患について学ぶ。 復習：ｐ２５１～２５９ 

予習：ｐ２５９～２７１ 

 

12 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

歯・口腔疾患、悪性新生物について学

ぶ。 

復習：ｐ２５９～２７１ 

予習：ｐ２６６～２８１ 

13 回目 

高齢者に多い疾

患・症状と生活上

の留意点 

悪性新生物、感染症等について学ぶ。 復習：ｐ２６６～２８１ 

予習：ｐ２８１～２９３ 

14 回目 高齢者に多い疾 その他の疾患について学ぶ。 復習：ｐ２８１～２９３ 



 

患・症状と生活上

の留意点 

予習：ｐ２９４～２９９ 

15 回目 
保健医療職との連

携 

多職種との連携について学ぶ。 復習：ｐ２９４～２９９ 

16 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 1２「発達と老化の理解」中央法規出版会

を使用する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：認知症の理解 A 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 １年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代 

 

授業概要 

認知症を取り巻く歴史的背景や施策、認知症の人の現状を理解する。また、認知症の原因

となるおもな病気や症状の特徴を学び、引き起こされる機能の変化や日常生活への影響を

理解し、個々にあったケアを提供できるための基礎的な知識を学ぶ。 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・介護福祉職として対応するために

必要な認知症についての知識を学ぶ。 

・認知症の人の心理や障害の特徴等

を理解し、支援のあり方を学ぶ。 

・定期試験 

・小テスト 

８０％ 

５％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、障害福祉に携

わる者としてのさまざまな対応につ

いて理解を深めることができる。 

・レポート ５％ 

課題解決能力 ・共生社会の考え方を理解し、介護福

祉職に求められる能力を考察するこ

とができる。。 

 

・レポート 

 

５％ 

 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 ５％ 

合計 １００％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験８０％、小テスト５％、レポート１０％、授業への参加・態度５％の割合で評

価する。 

 



 

 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

認知症を取り巻く

状況 

授業概要について説明する。 

認知症を取り巻く状況について学ぶ。 

復習：P１００～１０９ 

予習：ｐ２～１１ 

2 回目 

認知症とは何か 認知症の定義と診断基準、認知症初期

に生じる生活支援について、認知症の

症状の全体像、認知症の特徴について

学ぶ。 

復習：ｐ２～１１ 

予習：ｐ２～１１ 

3 回目 

認知症とは何か 認知症の定義と診断基準、認知症初期

に生じる生活支援について、認知症の

症状の全体像、認知症の特徴について

学ぶ。 

復習：ｐ２～１１ 

予習：ｐ１２～２４ 

4 回目 
脳のしくみ 脳の構造・機能、認知症の病理について

学ぶ。 

復習：ｐ１２～２４ 

予習：ｐ１２～２４ 

5 回目 

脳のしくみ アルツハイマー型認知症について、脳

の構造と症状との関係などについて学

ぶ。 

復習：ｐ１２～２４ 

予習：ｐ１２～２４ 

6 回目 
脳のしくみ うつの理解、老化と認知症の関係につ

いて学ぶ。 

復習：ｐ１２～２４ 

予習：ｐ２５～２９ 

7 回目 

認知症の人の心理 不安・喪失感、不安・うつと病識低下、

不安・うつの病態、認知症の人のこころ

の理解について学ぶ。 

復習：ｐ２５～２９ 

予習：ｐ１１０～１２２ 

8 回目 
認知症ケアの理念

と視点 

認知症ケアの理念等について学ぶ。 復習：ｐ１１０～１２２ 

予習：ｐ３２～３９ 

9 回目 
認知症の症状・診

断・治療・予防 

中核症状について理解する。 復習：ｐ３２～３９ 

予習：ｐ３２～３９ 

10 回目 
認知症の症状・診

断・治療・予防 

中核症状について理解する。 復習：ｐ３２～３９ 

予習：ｐ４０～４６ 

11 回目 

生活障害の理解 生活障害、IADL 障害、ADL 障害につ

いて学ぶ。 

復習：ｐ４０～４６ 

予習：ｐ４７～６１ 

 

12 回目 
BPSD の理解 BPSD の定義、BPSD の要因等につい

て学ぶ。 

復習：ｐ４７～６１ 

予習：ｐ６２～８６ 

13 回目 

認知症の理解と重

症度、原因疾患と

症状・生活障害 

診断、認知症の重症度判定について学

ぶ。アルツハイマー型認知症などにつ

いて学ぶ。 

復習：ｐ６２～８６ 

予習：ｐ１９７～２０９ 



 

14 回目 

認知症の理解と重

症度、原因疾患と

症状・生活障害 

診断、認知症の重症度判定について学

ぶ。アルツハイマー型認知症などにつ

いて学ぶ。 

復習：ｐ６２～８６ 

予習：ｐ８７～９７ 

15 回目 
認知症の治療薬、

予防 

認知症の治療薬、予防の考え方等につ

いて学ぶ。 

復習：ｐ８７～９７ 

16 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座１３「認知症の理解」中央法規出版会を使

用する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：認知症の理解 B 授業コード： 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期 １年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代 

 

授業概要 認知症の理解 A の学びをもとに、認知症のケアの実際について具体的に学ぶ。 

 

 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・介護福祉職として対応するために

必要な認知症についての知識を学ぶ。 

・認知症の人の心理や障害の特徴等

を理解し、支援のあり方を学ぶ。 

・定期試験 

・小テスト 

６０％ 

１０％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、障害福祉に携

わる者としてのさまざまな対応につ

いて理解を深めることができる。 

・グループディスカッ

ション 

５％ 

課題解決能力 ・共生社会の考え方を理解し、介護福

祉職に求められる能力を考察するこ

とができる。。 

 

・レポート 

・グループによるプレ

ゼンテーション 

５％ 

１０％ 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 １０％ 

合計 100％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験６０％、小テスト１０％、グループディスカッション５％、レポート５％、グ

ループによるプレゼンテーション１０％、授業への参加・態度１０％の割合で評価する。 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

認知症の人の理解 

授業概要について説明する。 

認知症を取り巻く状況、認知症ケアの

理念と視点について再確認する。 

復習：ｐ１００～１２２ 

予習：ｐ１２２～１３８ 

2 回目 

認知症当事者の視

点からみえるもの 

認知症の人の思い、認知症の人の思い

を尊重したサポート体制について学

ぶ。 

復習：ｐ１２２～１３８ 

予習：ｐ１４０～１４８ 

3 回目 

パーソン・センタ

ード・ケア 

パーソン・センタード・ケアについて学

び、その考え方と手技について理解を

深める。 

復習：ｐ１４０～１４８ 

予習：ｐ１４９～１８０ 

4 回目 

認知症の人の理解

と認知症の人の特

性をふまえたアセ

スメント・ツール 

DVD を視聴し、認知症の人を理解する

手がかりを得る。また、接し方について

考察する。 

復習：ｐ１４９～１８０ 

予習：ｐ１４９～１８０ 

5 回目 

認知症の人の理解

と認知症の人の特

性をふまえたアセ

スメント・ツール 

センター方式やひもときシートについ

て学ぶ。また、健康状態のアセスメント

について学ぶ。 

復習：ｐ１５３～１７９ 

予習：ｐ１８１～１８７ 

6 回目 

認知症の人とのコ

ミュニケーション 

コミュニケーションの基本的な理解、

認知症の人とのコミュニケーションに

ついて学ぶ。 

復習：ｐ１８１～１８７ 

予習：ｐ１８８～２１５ 

7 回目 

認知症の人へのケ

ア 

食事のケア、排泄のケア、入浴のケア、

清潔保持のケア、休息と睡眠のケア、活

動・生きがいのケア、BPSD のケアにつ

いて学ぶ。 

復習：ｐ１８８～２１５ 

予習：ｐ１８８～２１５ 

8 回目 

認知症の人へのケ

ア 

食事のケア、排泄のケア、入浴のケア、

清潔保持のケア、休息と睡眠のケア、活

動・生きがいのケア、BPSD のケアにつ

いて学ぶ。 

復習：ｐ１８８～２１５ 

予習：ｐ２１７～２３６ 

9 回目 

認知症の人へのさ

まざまなアプロー

チ 

ユマニチュード。バリテーション、認知

症ケア・マッピング、回想法、聞き書き

に着いて学ぶ。 

復習：ｐ２１７～２３６ 

予習：ｐ２３７～２４４ 

10 回目 

認知症の人の終末

期医療と介護 

高齢者全般に関する終末期医療と介

護、認知症の人に関する終末期医療と

介護について学ぶ。ついて学ぶ。 

復習：ｐ２３７～２４４ 

予習：ｐ２４５～２５６ 

11 回目 

環境づくり 認知症と環境等について学ぶ。 復習：ｐ２４５～２５６ 

予習：ｐ２５８～２７６ 

 



 

12 回目 
介護者支援① 家族への支援について学ぶ。 復習：ｐ２５８～２７６ 

予習：ｐ２７７～２９１ 

13 回目 
介護者支援② 介護福祉職への支援について学ぶ。 復習：ｐ２７７～２９１ 

予習：ｐ２９４～３０３ 

14 回目 
認知症の人の地域

生活支援 

制度、サービス、機関、地域づくりにつ

いて学ぶ。 

復習：ｐ２９４～３０３ 

予習：ｐ３０６～３２３ 

15 回目 多職種連携と協働 多職種蓮液と協働について学ぶ。 復習：ｐ３０６～３２３ 

16 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 1３「認知症の理解」中央法規出版会を使

用する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：障害の理解Ⅰ 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 １年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代、白仁田健吾 

 

授業概要 

障害の概念と障害者福祉の基本的理念について理解するとともに、障害を持つ人やその家

族への支援を行う際の根拠となる知識を学ぶ。また、地域におけるサポート体制や多職種

連携について学ぶ。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・障害の概念と障害者福祉の基本理

念について理解し、介護福祉職として

のあり方を考察する。 

・障害のある人の心理や障害の特徴

等について理解し、支援のあり方を学

ぶ。 

・定期試験 

・小テスト 

8０％ 

５％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、障害福祉に携

わる者としてのさまざまな対応につ

いて理解を深めることができる。 

・レポート ５％ 

課題解決能力 ・共生社会の考え方を理解し、介護福

祉職に求められる能力が課題解決に

つながることを学ぶ。 

・障害についての自己の考え方につ

いて述べ、自己の課題について考える

ことができる。 

・レポート 

 

５％ 

 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 ５％ 

合計 １００％ 

補足事項 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

障害の概念 

授業概要と担当について説明する。 

障害のとらえ方や変遷、障害者の定義

について学ぶ。 

復習：P２～１２ 

予習：ｐ１３～１５ 

2 回目 

障害者福祉の基本

理念 

ノーマライゼーション、リハビリテー

ションなど重要な概念について学ぶ。 

 

復習：ｐ１３～１５ 

予習：ｐ２７～３６ 

3 回目 

障害者福祉に関連

する制度 

障害者福祉に関する歴史について学

び、障害者にかかる法律の概要につい

て学ぶ。 

復習：ｐ２７～３６ 

予習：ｐ３７～４４ 

4 回目 
障害者福祉制度と

介護保険制度 

障害者福祉制度と介護保険制度の違い

を学ぶ。 

復習：ｐ３７～４４ 

予習：ｐ４６～５２ 

5 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

障害のある人の心理について学ぶ。 復習：ｐ４６～５２ 

予習：ｐ５４～６５ 

6 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

肢体不自由（運動機能障害）について学

ぶ。 

復習：ｐ５４～６５ 

予習：ｐ６６～７３ 

7 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

視覚障害について学ぶ。 復習：ｐ６６～７３ 

予習：ｐ７４～８４ 

8 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

聴覚・言語障害について学ぶ。 復習：ｐ７４～８４ 

予習：ｐ８５～９３ 

9 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

重複障害について学ぶ。 復習：ｐ８５～９３ 

予習：ｐ１４８～１５６ 

10 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

重症心身障害について学ぶ。 復習：ｐ１４８～１５６ 

予習：ｐ１６０～１７１ 

11 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

知的障害について学ぶ。 復習：ｐ１６０～１７１ 

予習：ｐ１７２～１８３ 

 

・本授業では、定期試験８０％、小テスト５％、レポート１０％、授業への参加・態度５％の割合で評

価する。 

 



 

12 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

精神障害について学ぶ。 復習：ｐ１７２～１８３ 

予習：ｐ１８４～１９６ 

13 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

高次脳機能障害について学ぶ。 復習：ｐ１８４～１９６ 

予習：ｐ１９７～２０９ 

14 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

発達障害について学ぶ。 復習：ｐ１９７～２０９ 

予習：ｐ２１０～２２１ 

15 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援 

難病について学ぶ。 復習：ｐ２１０～２２１ 

16 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 1４「障害の理解」中央法規出版会を使用

する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：障害の理解Ⅱ 授業コード： 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期 １年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代 

 

授業概要 
見えない障害である内部障害について学び、どのような支援が必要なのかを理解する。 

また、多職種連携と協働のあり方、家族への支援のあり方などの基本的な知識を習得する。 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・障害の概念と障害者福祉の基本理

念について理解し、介護福祉職として

のあり方を考察する。 

・障害のある人の心理や障害の特徴

等について理解し、支援のあり方を学

ぶ。 

・定期試験 

・小テスト 

６０％ 

１０％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・グループ内で協力し、障害福祉に携

わる者に求められるさまざまな対応

について理解を深めることができる 

・グループディスカッ

ション 

５％ 

課題解決能力 ・共生社会の考え方を理解し、介護福

祉職に求められる能力について理解

を深める。 

・障害者支援についての自己の考え

方を整理し、自己の課題について述べ

ることができる。 

・レポート 

・グループによるプレ

ゼンテーション 

５％ 

１０％ 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 １０％ 

合計 100％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験６０％、小テスト１０％、グループディスカッション５％、レポート５％、グ

ループによるプレゼンテーション１０％、授業への参加・態度１０％の割合で評価する。 



 

 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 
オリエンテーション 

内部障害 

授業概要について説明する。 

心臓機能障害について学ぶ。 

復習：P９４～１０２ 

予習：ｐ９４～１０２ 

2 回目 
内部障害 心臓機能障害について学ぶ。 

 

復習：ｐ９４～１０２ 

予習：ｐ１０２～１１１ 

3 回目 
内部障害 呼吸機能障害について学ぶ。 復習：ｐ１０２～１１１ 

予習：ｐ１１１～１１９ 

4 回目 
内部障害 腎機能障害について学ぶ。 復習：ｐ１１１～１１９ 

予習：ｐ１１９～１３３ 

5 回目 
内部障害 膀胱・直腸機能障害について学ぶ。 

小腸機能障害について学ぶ。 

復習：ｐ１１９～１３３ 

予習：ｐ１３３～１４１ 

6 回目 
内部障害 ヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能

障害について学ぶ。 

復習：ｐ１３３～１４１ 

予習：ｐ１４１～１４６ 

7 回目 
内部障害 肝機能障害について学ぶ。 復習：ｐ１４１～１４６ 

予習：ｐ２１０～２２１ 

8 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援Ⅱ 

難病の理解と難病の特性に応じた支援

について学ぶ。 

復習：ｐ２１０～２２１ 

予習：ｐ２１０～２２１ 

9 回目 

障害別の基礎的理

解と特性に応じた

支援Ⅱ  

ＡＬＳ、パーキンソン病、悪性関節リウ

マチ、筋ジストロフィーについて学ぶ。 

復習：ｐ２１０～２２１ 

予習：ｐ２２４～２２８ 

10 回目 
連携と協働 地域のサポート体制について学ぶ。 復習：ｐ２２４～２２８ 

予習：ｐ２２８～２３７ 

11 回目 
連携と協働   障害福祉サービスの提供のしくみ等に

ついて学ぶ。 

復習：ｐ２２８～２３７ 

予習：ｐ２３８～２４７ 

12 回目 
連携と協働 チームアプローチについて学ぶ。 復習：ｐ２３８～２４７ 

予習：ｐ２５０～２６１ 

13 回目 
家族への支援 家族への支援について学ぶ。 復習：ｐ２５０～２６１ 

予習：ｐ２５０～２６１ 

14 回目 
家族への支援   家族への支援について学ぶ。 復習：ｐ２５０～２６１ 

予習：ｐ２６２～２７５ 

15 回目 
家族への支援 家族の介護力の評価と介護負担の軽減

について学ぶ。 

復習：ｐ２６２～２７５ 

16 回目 定期試験   

 

 

 



 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 1４「障害の理解」中央法規出版会を使用

する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：医療的ケア A 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 ２年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代、滝川由香里 

 

授業概要 
医療職と連携し、介護福祉士として喀痰吸引を安全で適切に実施できるようになるための

基礎的知識を習得する。 

 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・医行為に関する法律、介護福祉職に

よる喀痰吸引等制度について学ぶ。 

・安全に実施するために必要な基礎

的知識と手順について学ぶ。 

・定期試験 

・小テスト 

・演習 

８０％ 

５％ 

 

コミュニケーショ

ン能力 

・実施にあたって必要となる医師の

指示の確認、対象への説明、医療職へ

の報告や記録について理解を深める。 

・小テスト ５％ 

課題解決能力 ・法律に基づき喀痰吸引を実施する

ことを十分に理解したうえで、わから

ないことを明確にする力を身につけ

るように努力する。 

・演習 

 

 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 １０％ 

合計 １００％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験８０％、小テスト１０％、授業への参加・態度１０％の割合で評価する。 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

医療的ケア実施の

基礎 

授業概要と担当について説明する。 

医療的ケアとは何か、医行為について 

喀痰吸引等制度、医療的ケアと喀痰吸

引等の背景、その他の制度 

復習：P２～３６ 

予習：ｐ２～３６ 

2 回目 

医療的ケア実施の

基礎 

医療的ケアとは何か、医行為について 

喀痰吸引等制度、医療的ケアと喀痰吸

引等の背景、その他の制度 

復習：ｐ２～３６ 

予習：ｐ３７～４８ 

3 回目 

安全な療養生活 喀痰吸引や経管栄養の安全な実施 復習：ｐ３７～４４ 

予習：ｐ４４～６１ 

   ｐ２８４～２９２ 

4 回目 

安全な療養生活 救急蘇生 復習：ｐ４４～６１ 

予習：ｐ４４～６１， 

ｐ２８４～２９２ 

5 回目 

安全な療養生活 救急蘇生 復習：ｐ４４～６１ 

   ｐ２８４～２９２ 

予習：ｐ６２～７８ 

6 回目 
清潔保持と感染予

防 

感染予防、介護福祉職の感染予防、療養

環境の清潔、消毒法、消毒と滅菌 

復習：ｐ６２～７８ 

予習：ｐ６２～７８ 

7 回目 
清潔保持と感染予

防 

感染予防、介護福祉職の感染予防、療養

環境の清潔、消毒法、消毒と滅菌 

復習：ｐ６２～７８ 

予習：ｐ１１６～１３７ 

8 回目 
子どもの吸引につ

いて 

子どもの吸引について 復習：ｐ１１６～１３７ 

予習：ｐ７９～９１ 

9 回目 
健康状態の把握 健康状態の把握 復習：ｐ７９～９１ 

予習：ｐ７９～９１ 

10 回目 
健康状態の把握 健康状態の把握 復習：ｐ７９～９１ 

予習：ｐ９４～９９ 

11 回目 

高齢者および障害

児・者の喀痰吸引

概論 

呼吸のしくみとはたらき 

いつもと違う呼吸状態 

復習：ｐ９４～９９ 

予習：ｐ９４～１０４ 

 

12 回目 

高齢者および障害

児・者の喀痰吸引

概論 

呼吸のしくみとはたらき 

いつもと違う呼吸状態、喀痰吸引とは、

喀痰吸引が必要な状態 

復習：ｐ９４～１０４ 

予習：ｐ１０４～１１６ 

13 回目 

高齢者および障害

児・者の喀痰吸引

概論 

人工呼吸器と吸引、吸引を受ける利用

者や家族の気持ちと対応、説明と同意、 

復習：ｐ１０４～１１６ 

予習：ｐ１１８～１３５ 

14 回目 
高齢者および障害

児・者の喀痰吸引

呼吸器系の感染と予防、喀痰吸引によ

り生じる危険、事後の安全確認、急変・

復習：ｐ１１８～１３５ 

予習：ｐ１３８～１６２ 



 

概論 事故発生時の対応と事前対策 

15 回目 

高齢者および障害

児・者の喀痰吸引

実施手順解説 

高齢者および障害児・者の喀痰吸引手

順 

復習：ｐ１３８～１６２ 

予習：ｐ１３８～１６２ 

16 回目 

高齢者および障害

児・者の喀痰吸引

解説 

高齢者および障害児・者の喀痰吸引手

順 

復習：ｐ１３８～１６２ 

予習：ｐ１３８～１６２ 

17 回目 

高齢者および障害

児・者の喀痰吸引

解説 

高齢者および障害児・者の喀痰吸引手

順 

復習：ｐ２２４～２４６ 

予習：ｐ２２４～２４６ 

 

18 回目 

高齢者および障害

児・者の喀痰吸引

解説 

高齢者および障害児・者の喀痰吸引手

順 

復習：ｐ２２４～２４６ 

 

１９回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 1５「医療的ケア」中央法規出版会を使用

する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：医療的ケア B 授業コード： 

英文科目名称：  

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

前期 ２年 ２単位 必修 講義 

担当教員 

松永三千代、滝川由香里 

 

授業概要 
医療職と連携し、介護福祉士として経管栄養を安全で適切に実施できるようになるための

基礎的な知識を習得する。 

 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・医行為に関する法律、介護福祉職に

よる喀痰吸引等制度について学ぶ。 

・安全に実施するために必要な基礎

的知識と手順について学ぶ。 

・定期試験 

・小テスト 

・演習 

７０％ 

５％ 

５％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・実施にあたって必要となる医師の

指示の確認、対象への説明、医療職へ

の報告や記録について理解を深める。 

・小テスト ５％ 

課題解決能力 ・法律に基づき経管栄養を実施する

ことを十分に理解したうえで、わから

ないことを明確にする力を身につけ

るように努力する。 

・演習 

 

５％ 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 １０％ 

合計 １００％ 

補足事項 

・本授業では、定期試験７０％、小テスト１０％、演習１０％、授業への参加・態度１０％の割合で評

価する。 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

医療的ケア実施の

基礎 

授業概要と担当について説明する。 

医療的ケアとは何か、医行為について 

喀痰吸引等制度、医療的ケアと喀痰吸

引等の背景、その他の制度 

復習：P２～３６ 

予習：ｐ２～３６ 

2 回目 

医療的ケア実施の

基礎 

医療的ケアとは何か、医行為について 

喀痰吸引等制度、医療的ケアと喀痰吸

引等の背景、その他の制度 

復習：ｐ２～３６ 

予習：ｐ３７～４８ 

 

3 回目 

安全な療養生活 喀痰吸引や経管栄養の安全な実施 復習：ｐ３７～４４ 

予習：ｐ４４～６１ 

   ｐ２８４～２９２ 

4 回目 

安全な療養生活 救急蘇生 復習：ｐ４４～６１ 

予習：ｐ４４～６１ 

   ｐ２８４～２９２ 

5 回目 

安全な療養生活 救急蘇生 復習：ｐ４４～６１ 

   ｐ２８４～２９２ 

予習：ｐ６２～７８ 

6 回目 
清潔保持と感染予

防 

感染予防、介護福祉職の感染予防、療養

環境の清潔、消毒法、消毒と滅菌 

復習：ｐ６２～７８ 

予習：ｐ１６４～１９９ 

7 回目 

高齢者および障害

児・者の経管栄養

概論 

高齢者および障害児・者の経管栄養概

論（経管栄養の種類としくみ、経管栄養

で使用される栄養剤、子どもの経管栄

養における留意点、経管栄養の感染予

防策、経管栄養により生じる危険、急

変・事故発生時の対応と再発防止 

復習：ｐ１６４～１９９ 

予習：ｐ１６４～１９９ 

8 回目 

高齢者および障害

児・者の経管栄養

概論 

高齢者および障害児・者の経管栄養概

論（経管栄養の種類としくみ、経管栄養

で使用される栄養剤、子どもの経管栄

養における留意点、経管栄養の感染予

防策、経管栄養により生じる危険、急

変・事故発生時の対応と再発防止 

復習：ｐ１６４～１９９ 

予習：ｐ１６４～１９９ 

9 回目 

高齢者および障害

児・者の経管栄養

概論 

高齢者および障害児・者の経管栄養概

論（経管栄養の種類としくみ、経管栄養

で使用される栄養剤、子どもの経管栄

養における留意点、経管栄養の感染予

防策、経管栄養により生じる危険、急

変・事故発生時の対応と再発防止 

復習：ｐ１６４～１９９ 

予習：ｐ１６４～１９９ 

10 回目 高齢者および障害 高齢者および障害児・者の経管栄養概 復習：ｐ１６４～１９９ 



 

児・者の経管栄養

概論 

論（経管栄養の種類としくみ、経管栄養

で使用される栄養剤、子どもの経管栄

養における留意点、経管栄養の感染予

防策、経管栄養により生じる危険、急

変・事故発生時の対応と再発防止 

予習：ｐ２００～２２２ 

11 回目 

高齢者および障害

児・者の経管栄養

実施手順解説 

経管栄養で用いる器具・器材とそのし

くみ、経管栄養の技術と留意点、経管栄

養に必要なケア、報告・記録 

復習：ｐ２００～２２２ 

予習：ｐ２００～２２２ 

 

12 回目 

高齢者および障害

児・者の経管栄養

実施手順解説 

経管栄養で用いる器具・器材とそのし

くみ、経管栄養の技術と留意点、経管栄

養に必要なケア、報告・記録 

復習：ｐ２００～２２２ 

予習：ｐ２００～２２２ 

13 回目 

高齢者および障害

児・者の経管栄養

実施手順解説 

経管栄養で用いる器具・器材とそのし

くみ、経管栄養の技術と留意点、経管栄

養に必要なケア、報告・記録 

復習：ｐ２００～２２２ 

予習：ｐ２４７～２８３ 

14 回目 
経管栄養のケア実

施の手引き 

胃ろうまたは腸ろうによる経管栄養 復習：ｐ２４７～２８３ 

予習：ｐ２４７～２８３ 

15 回目 
経管栄養のケア実

施の手引き 

胃ろうまたは腸ろうによる経管栄養 復習：ｐ２４７～２８３ 

予習：ｐ２４７～２８３ 

16 回目 
経管栄養のケア実

施の手引き 

経鼻経管栄養 復習：ｐ２４７～２８４ 

予習：ｐ２４７～２８４ 

17 回目 
経管栄養のケア実

施の手引き 

経鼻経管栄養 復習：ｐ２４７～２８４ 

予習：ｐ２４７～２８４ 

18 回目 
経管栄養のケア実

施の手引き 

経鼻経管栄養 復習：ｐ２４７～２８４ 

19 回目 定期試験   

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 1５「医療的ケア」中央法規出版会を使用

する。また、授業では適宜資料を配布する。 

履修条件  

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  

 



 

講義科目名称：医療的ケア C 授業コード： 

英文科目名称： 実務教員 

 

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分 授業形態 

後期 ２年 １単位 必修 演習（実習） 

担当教員 

松永三千代、滝川由香里 

 

授業概要 
医療職との連携のもと、医療的ケアを安全・適切に実施できるようになるための基礎的知

識・技術を習得する。 

 

 

 

 

 

資質・能力 授業における到達目標 評価方法 評価比率 

心豊かな人間力    

確かな専門的知識

や技能 

・介護福祉士が喀痰吸引や経管栄養

の医行為の一部を業として行うこと

ができるようになった背景、安全に実

施するための基礎的知識・技術を修得

する。 

 

・実技試験 

 

６０％ 

コミュニケーショ

ン能力 

・演習を通して、医療的ケアの提供に

ついて、説明と同意を得ることができ

るようになる基礎を学ぶ。 

・実技試験 ２０％ 

課題解決能力 ・安全に実施するための自己の課題

を明確にすることができる。 

・実技試験 １０％ 

主体的に学ぶ力 ・学習課題に積極的に取り組むこと

ができる。 

・授業への参加・態度 １０％ 

合計 100％ 

補足事項 

・本授業では、実技試験９０％、授業への参加・態度１０％の割合で評価する。 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

1 回目 

オリエンテーション 

喀痰吸引、経管栄

養実技試験準備 

授業概要と実技評価について理解し、

実技評価を受けるための諸準備を行

う。（指示確認、手洗い、必要物品の確

認、環境整備、観察、報告、記録 

 

予習：ｐ ９４～１５９ 

復習 ｐ１６４～２１９ 

2 回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

3 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

4 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

5 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

6 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

7 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

8 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

9 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

10 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

11 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

12 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

13 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

14 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

15 回目 
 実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

16 回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

１７回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

 



 

授業計画 テーマ 授業の内容 予習・復習 

１８回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

１９回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２０回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２１回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２２回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２３回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２４回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２５回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２６回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２７回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２８回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

２９回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

３０回目 
実技評価 必要物品の準備、実施、後片付け、観察、

報告及び記録 

予習、復習：ｐ９４～１５９ 

ｐ１６４～２１９ 

 

科目（教職課程用）  

教育職員免許法施行規

則に定める科目区分ま

たは事項等 

 

教科書・参考書 教科書：最新介護福祉士養成講座 1５「医療的ケア」中央法規出版会を使用

する。医療的ケアについての DVD も視聴する。 

履修条件 前期に医療的ケア A、医療的ケア B の履修が必要である。 

履修上の注意  

オフィスアワー 授業時間前後に教室で質問を受けつける。 

備考・メッセージ  
 


